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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

通信中の回線接続状況について表示します。
登録できる接続先は、1件だけです。

q名称 …………………………… 通信している接続先(プロバイダーなど)の名称を表示します。
なお、表示されるのは本製品に接続先として登録されている名称です。

w発信元IPアドレス …………… 通信しているパソコンのIPアドレスです。

e相手先IPアドレス …………… 通信している接続先(プロバイダーなど)のIPアドレスを表示します。

r状況 …………………………… 通信中は｢発信｣を表示します。

q rw e

1. [接続状況]画面
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第1章　回線と接続

2-1. [接続]画面

q<登録> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、その内容を確定するボタンです。

w<取消> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、変更前の状態に戻すボタンです。
なお、一度<登録>をクリックすると、変更前の状態には戻りません。

e接続先名 ……………………… 接続する相手先名を、任意の英数字、半角31(全角15)文字以内で入
力します。 (入力例：elecom)

rデフォルトGWを構築 ……… LAN環境で発生したパケットのうち、宛先不明のパケットを送り出す
出口を意味し、この接続をその出口とするかしないかを選択します。
¡しない：パケットデータを送る先が支社など、閉じられた環境のと

き選択します。
¡する ：パケットデータを送る先がインターネットなどグローバル

な環境のとき選択します。(出荷時の設定)

tプライマリDNSサーバ ……… 接続先からDNSサーバのアドレスが2つ指定されている場合は、どち
らか一方、または指定されているプライマリDNSアドレスを入力しま
す。 (入力例：123.114.101.34)

yセカンダリDNSサーバ ……… 接続先からDNSサーバのアドレスが2つ指定されている場合は、どち
らか一方、または指定されているセカンダリDNSアドレスを入力しま
す。 (入力例：123.114.151.64)
※相手先が、IPCP(DNSアドレス送信)に対応している場合は、回線
接続時にDNSアドレスを自動取得できますので、t、yの設定は不
要です。
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

2-2. [WAN設定]画面

q<登録> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、その内容を確定するボタンです。

w<取消> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、変更前の状態に戻すボタンです。
なお、一度<登録>をクリックすると、変更前の状態には戻りません。

e本体のWAN側………………… IPアドレス/サブネットマスク
自分のWAN側のIPアドレスとサブネットマスクを設定します。
※接続先がIPCPに対応している場合(プロバイダーなど)は、設定の必
要がありません。

rNumberedで使用 …………… 通信対象となる相手先ルータがUnnumberedに対応しない場合など、
LAN側とWAN側に異なるIPアドレスを設定するとき使用します。
※使用するときは、｢e本体WAN側｣のIPアドレスとサブネットマス
ク、｢t相手のWAN側｣のIPアドレスを入力してください。

t相手のWAN側………………… IPアドレス
Numbered接続をする場合には、ここに自己WAN側IPアドレスを入
力する必要があります。
※接続先がIPCPに対応している場合(プロバイダーなど)は、設定の必
要がありません。
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第1章　回線と接続

2-3. [アドレス変換]画面

q<登録> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、その内容を確定するボタンです。

w<取消> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、変更前の状態に戻すボタンです。
なお、一度<登録>をクリックすると、変更前の状態には戻りません。

eアドレス変換 ………………… NAT、IPマスカレード機能を使用して、グローバルアドレスをプライ
ベートアドレスに変換するかしないかを選択します。

rマスカレードIPアドレス …… IPCPによってプロバイダーから取得したIPアドレスをマスカレード
IPアドレスとして使用しますので、入力は不要です。

t静的マスカレード …………… マスカレードIP(ルータグローバルIP)に対して、アクセスしてきたパ
ケットをプロトコルにより判定し、ここで指定したプライベートIPア
ドレスを割り当てたローカル端末へアドレス変換します。
最大32個のマスカレードテーブルを設定できます。
¡ローカルIP ：プライベートIPアドレスを入力します。

(入力例：192.168.0.10)
¡プロトコル ：TCP、UDP、TCP/UDPから選択します。
¡開始ポート ：選択したプロトコルの開始ポート番号を入力します。
¡終了ポート ：選択したプロトコルの終了ポート番号を入力します。
※入力後は、<追加>をクリックして、[現在の登録]欄に登録されたこ
とを確認後、<登録>をクリックしてください。

y静的NATテーブル設定 ……… プロバイダーとのLAN型契約などで、複数のグローバルIPアドレスを
取得した場合に、ローカルIPアドレスに1対1で変換させるためのテ
ーブル設定です。
最大32個のNATテーブルを設定できます。
¡グローバルIP：指定されたグローバルIPアドレスを入力します。

(入力例：172.16.0.49)
¡ローカルIP ：任意のプライベートIPアドレスを入力します。

(入力例：192.168.0.10)
※入力後は、<追加>をクリックして、[現在の登録]欄に登録されたこ
とを確認後、<登録>をクリックしてください。
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

q<取消> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、変更前の状態に戻すボタンです。

w<登録して再起動> …………… この画面中の設定内容を変更したとき、その内容を有効にするため、
本製品を再起動します。

e回線種別 ……………………… 以下の5つから、使用する回線を選択します。
¡ISDNダイヤルアップ(出荷時の設定)
｢INSネット64｣を利用して、ダイヤルアップ接続をする設定を行い
ます。

¡フレッツISDN
NTTが提供するフレッツISDNを利用して、ご契約のプロバイダー
と定額接続するための設定を行います。

¡専用線(64kbps)
通信速度が64kbpsの専用線を利用するための設定を行います。

¡専用線(128kbps)
通信速度が128kbpsの専用線を利用するための設定を行います。

¡OCNエコノミー
NTTが提供するプロバイダーと契約してインターネット接続のため
の専用線サービスを利用する設定を行います。
※OCNには｢ダイヤルアクセスサービス｣もありますが、この場合の
設定は、｢ISDNダイヤルアップ｣を選択して設定を行ってくださ
い。

r電話番号 ……………………… 専用線では、入力不要です。

tサブアドレス ………………… 専用線では、入力不要です。
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3. [回線設定]画面



この章では、
設定ページの、<本体設定と管理>メニューで表示される画面について説明します。

1. [本体管理設定]画面 ………………………………………………………………………………………………8
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3. [時計設定]画面 …………………………………………………………………………………………………11

※[メール着信通知設定]および[着信メール一覧]画面は、専用線では利用できません。

7
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

q<登録> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、その内容を確定するボタンです。

w<取消> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、変更前の状態に戻すボタンです。
なお、一度<登録>をクリックすると、変更前の状態には戻りません。

e管理者ID ……………………… 本製品の設定ページへのアクセスを制限する場合に、管理者としての
名前を、大文字/小文字の区別に注意して、任意の英数字、半角31(全
角15)文字以内で入力します。 (入力例：Router)
管理者IDを設定すると、次回のアクセスからユーザー名の入力を求め
られますので、そこに管理者IDを入力します。

r管理者パスワード …………… ｢e管理者ID｣に対するパスワードを設定する場合、大文字/小文字の
区別に注意して、任意の英数字、半角31(全角15)文字以内で入力し
ます。
入力した文字は、すべて｢＊(アスタリスク)｣で表示されます。

(表示例：＊＊＊＊)
管理者パスワードを設定すると、次回のアクセスからパスワードの入
力を求められますので、そこに管理者パスワードを入力します。

tパスワードの確認入力 ……… ｢r管理者パスワード｣の入力間違いを防ぐために、パスワードを再入
力します。 (表示例：＊＊＊＊)
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第2章　本体設定と管理

1. [本体管理設定]画面(つづき)

y使用者1～4…………………… [管理者ID設定]で設定した管理者とは別に、設定ページへのアクセスを
許可する使用者を設定する場合、チェックボックスをクリックします。
最大4人の使用者を登録できます。

u使用者ID ……………………… 本製品の設定ページへのアクセスを許可された使用者の名前を、大文
字/小文字の区別に注意して、任意の英数字、半角30(全角15)文字以
内で入力します。 (入力例：elecom)
使用者IDを設定すると、管理者IDが設定されているときと同じように
パスワードの入力を求められますので、そこに使用者IDを入力します。

i使用者パスワード …………… ｢y使用者ID｣に対するパスワードを設定する場合、大文字/小文字の
区別に注意して、任意の英数字、半角30(全角15)文字以内で入力し
ます。 (表示例：＊＊＊＊)
使用者パスワードを設定すると、管理者パスワードが設定されている
ときと同じようにパスワードの入力を求められますので、そこに使用
者パスワードを入力します。

oパスワードの確認入力 ……… ｢u使用者パスワード｣の入力間違いを防ぐため、パスワードを再入力
します。 (表示例：＊＊＊＊)

!0接続設定編集を許可 ………… 使用者に接続先の編集を許可するかしないかの選択です。

!1通信記録表示･クリアを許可… 使用者に[通信記録]画面へのアクセスと、画面中の<クリア>の操作を
許可するかしないかの選択です。

q w

e
r

t

u
i

o

!0
!1

y



10

応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

ログ情報などをSYSLOGホストを利用して管理する場合、SYSLOG
機能を利用したファイルとして一括管理ができます。以下の項目から、
SYSLOGとして出力する情報を選択します。

q<登録> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、その内容を確定するボタンです。

w<取消> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、変更前の状態に戻すボタンです。
なお、一度<登録>をクリックすると、変更前の状態には戻りません。

eDEBUGを使用 ……………… ISDNやPPPなど各種デバッグ情報をSYSLOGに出力するかしない
かを選択します。

rINFOを使用…………………… INFOタイプのメッセージをSYSLOGに出力するかしないかを選択し
ます。

tNOTICEを使用 ……………… NOTICEタイプのメッセージをSYSLOGに出力するかしないかを選
択します。

yホストアドレス ……………… SYSLOG機能を使用する場合、SYSLOGを受けるホストのアドレス
を入力します。
ホストは、SYSLOGサーバ機能に対応している必要があります。

uファシリティ ………………… SYSLOGのファシリティを入力します。
0～23の値を設定してください。
通常｢1｣を使用します。

q w
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2. [SYSLOG設定]画面
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第2章　本体設定と管理

q<登録> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、その内容を確定するボタンです。

w<取消> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、変更前の状態に戻すボタンです。
なお、一度<登録>をクリックすると、変更前の状態には戻りません。

e本体の時刻 …………………… 本製品に設定されている時刻を表示します。

r設定する時刻 ………………… 本製品の設定ページにアクセスしたとき、パソコンの時計設定を取得
して表示します。
表示する時間は、[時計設定]画面アクセス時の時間です。
※正確に設定したいとき、全設定を初期化したとき、停電対策用電池を
交換したあとなどは、画面更新(左フレームの[時計設定]項目をクリ
ック)してから、<登録>をクリックしてください。

t自動時計設定を使用 ………… インターネット上に存在するタイムサーバに日時の問い合わせを行
い、内部時計を自動設定します。

yNTPサーバ1 IPアドレス …… 最初にアクセスさせたいタイムサーバのIPアドレスを入力します。

uNTPサーバ2 IPアドレス …… ｢yNTPサーバ1 IPアドレス｣の次にアクセスさせるタイムサーバがあ
るときは、そのIPアドレスを入力します。
返答がないときは、再度｢yNTPサーバ1 IPアドレス｣で設定したタイ
ムサーバにアクセスします。

iアクセス時間間隔 …………… タイムサーバにアクセスさせる間隔を、日数で設定します。
最大99日まで設定でき、その日数にしたがってアクセスします。

o前回アクセス日時 …………… タイムサーバにアクセスした日時を表示します。

!0次回アクセス日時 …………… タイムサーバにアクセスする予定日時を、｢o前回アクセス日時｣と
｢iアクセス時間間隔｣で設定された日数より算出して表示します。
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)



この章では、
設定ページの、<ネットワーク>メニューで表示される画面について説明します。

1. [本体ネットワーク設定]画面 …………………………………………………………………………………14
2. [無線LAN設定]画面 ……………………………………………………………………………………………18
3. [簡易DNSサーバ設定]画面 ……………………………………………………………………………………22
4. [IPフィルタ設定]画面 …………………………………………………………………………………………23
5. [RIP設定]画面 …………………………………………………………………………………………………27

6. [ルーティング設定]画面 ………………………………………………………………………………………28

13

ネットワーク

第4部　第 3 章
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

q<登録> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、その内容を確定するボタンです。
変更された内容で運用するには、再起動が必要です。

w<取消> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、変更前の状態に戻すボタンです。
なお、一度<登録>をクリックすると、変更前の状態には戻りません。

e<登録して再起動> …………… この画面中の設定内容を変更したとき、その内容を有効にするため、
本製品を再起動します。

r本体名称 ……………………… ネットワーク上で、本製品を識別する名前です。
設定した名前は、ネットワーク上の有線/無線接続されたパソコンから、
本製品に直接アクセスするためのドメイン名の一部として使えます。

入力形式：[http://web.本体名称/]
この場合、[簡易DNSサーバ設定]画面の｢rDNSサーバの代理応答｣
(�P30)を｢する｣(初期設定)に設定しておく必要があります。また、
ほかのネットワーク機器と重複しないように、アルファベットで始ま
る半角英数字(A～Z、0～9、－)、31文字以内で設定します。
※全角文字(15文字以内)も入力できますが、DNSサーバの代理応答
機能は利用できません。

tIPアドレス …………………… [WAN設定]画面の｢e本体のWAN側｣(�P4)で設定した内容をこの項
目に反映します。

yサブネットマスク …………… [WAN設定]画面の｢e本体のWAN側｣(�P4)で設定した内容をこの項
目に反映します。
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1. [本体ネットワーク設定]画面
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第3章　ネットワーク

1. [本体ネットワーク設定]画面(つづき)

uリモートアクセスサーバ
を使用 ………………………… 専用線では利用できないため、設定しても無効です。

iIPアドレス1/IPアドレス2 … 専用線では利用できないため、設定しても無効です。

oDHCPサーバ機能を使用 …… 本製品を動的DHCPサーバとして使用するかしないかを設定します。
本製品に有線および無線で直接接続しているパソコンのTCP/IP設定
を、“IPアドレスを自動的に取得する”と設定している場合、本製品
のDHCPクライアントになります。
この機能によって、動的にDHCPサーバである本製品からIPアドレス
/サブネットマスク、ルータやDNSサーバのIPアドレス/ドメイン名
が与えられます。

!0割り当て開始IPアドレス …… 本製品に有線および無線で直接接続するパソコンへ、IPアドレスを自
動で割り当てるときの開始アドレスを設定します。

!1割り当て個数 ………………… 上記｢!0割り当て開始IPアドレス｣から連続で自動割り当て可能なアド
レスの最大個数を、5～128のあいだで設定します。

!2サブネットマスク …………… 上記｢!0割り当て開始IPアドレス｣に対するサブネットマスクです。

!3リース期間 …………………… DHCPサーバが自動で、ローカルIPアドレスを定期的に、クライアン
トに割り当てなおす期限を日数で指定します。
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

1. [本体ネットワーク設定]画面(つづき)

!4ドメイン名 …………………… Ethernetでドメイン名を使用しているときなど必要があれば、
DHCPサーバがクライアントに通知するネットワークアドレスのドメ
イン名を入力します。

!5プライマリDNSサーバ ……… [接続]画面(�P3)で設定した内容を、この項目に反映します。
｢oDHCPサーバ機能を使用｣を｢する｣に設定し、必要に応じて使い分
けたいDNSサーバのアドレスが2つある場合は、優先するどちらか一
方を入力します。
入力すると、本製品のIPアドレスの代わりに設定したDNSサーバア
ドレスをDHCPクライアントに通知します。

!6セカンダリDNSサーバ ……… [接続]画面(�P3)から設定した内容をこの項目に反映します。
上記｢!5プライマリDNSサーバ｣と同様に、使い分けたいDNSサーバ
アドレスのもう一方を入力します。

!7プライマリWINSサーバ …… Microsoftネットワークを使ってWINSサーバを利用する場合は、
WINSサーバアドレスを入力します。 WINSサーバのアドレスが2つ
ある場合は、どちらか一方を入力します。

!8セカンダリWINSサーバ …… 上記｢!7プライマリWINSサーバ｣と同様、WINSサーバのアドレスが
2つある場合は、残りの一方を入力します。
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第3章　ネットワーク

1. [本体ネットワーク設定]画面(つづき)

!9静的DHCPサーバ設定 ……… DHCPサーバ機能を使用して自動割り当てるIPアドレスを、特定のパ
ソコンに固定するとき、パソコンのMACアドレスとIPアドレスの組
み合わせを登録する欄です。
※入力後は、<追加>をクリックしてください。
※この欄には、最大16個の組み合わせまで登録でき、登録するパソ
コンのIPアドレスは、DHCPサーバ機能で割り当てることができる
範囲外のアドレスを指定してください。
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

q<登録> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、その内容を確定するボタンです。
変更された内容で運用するには、再起動が必要です。

w<取消> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、変更前の状態に戻すボタンです。
なお、一度<登録>をクリックすると、変更前の状態には戻りません。

e<登録して再起動> …………… この画面中の設定内容を変更したとき、その内容を有効にするため、
本製品を再起動します。

rESS ID………………………… ワイヤレス接続による本製品、およびローカルネットワークへの不正
なアクセスなどを防止するための識別用IDを入力します。
同じESS IDが設定された本製品と無線端末のあいだでのみ、ワイヤ
レス接続できます。
大文字/小文字の区別に注意して、任意の英数字、半角31(全角15)文
字以内で入力します。 (出荷時の設定：Laneed)
また、入力した文字は、すべて｢＊｣で表示されます。

(表示例：＊＊＊＊＊＊)

tESS IDの確認入力…………… ｢rESS ID｣の入力間違いを防ぐために、ESS IDを再入力します。
大文字/小文字の区別に注意してください。 (表示例：＊＊＊＊＊＊)

yチャンネル …………………… 本製品と無線端末がワイヤレス接続に使用する無線伝送用チャンネル
を設定します。
※無線伝送エリア内に、別の無線LANなどの機器が存在する場合は、
相互の電波干渉を避けるために、5チャンネル以上間隔をあけて設
定してください。
※伝送距離は、約50m(見通し距離：室内)です。
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第3章　ネットワーク

2. [無線LAN設定]画面(つづき)

uRts/Ctsスレッシュホールド ネゴシエーションするために送るパケットのデータサイズを、｢500
バイト｣または｢1000バイト｣から選択します。(出荷時の設定：無し)
Rts/Cts(Request to send/Clear to send)スレッシュホールドを
設定すると、隠れ端末の影響による通信速度の低下を防止できます。
隠れ端末とは、下図のように、それぞれが無線ルータ[B]と通信でき
ても、互いが直接通信できない無線端末[A]ｰ[C]どうし([A]に対して
[C]、[C]に対して[A])のことを呼びます。
通信の衝突を防止するには、送信要求(Rts)信号を受信した無線ルー
タ[B]が、無線伝送エリア内にある無線端末[A]および[C]に送信可能
(Cts)信号を送り返すことで、Rts信号を送信していない無線端末は
無線ルータ[B]が隠れ端末と通信中であることを認識させます。
これにより、Rts信号を送信していない無線端末[A]または[C]は、無
線ルータ[B]へのアクセスを自制して、通信の衝突を防止できます。

iWEPキーを使用 ……………… 無線ネットワーク間で通信するデータを保護するために、WEP方式
(Wired Equivalent Privacy)によるデータの暗号化をするかしない
かを選択します。
WEPキーを使用｢する｣と設定した場合、｢oキージェネレータ｣、お
よび｢!0WEPキー｣の設定に基づいて暗号化されます。

A

衝突�

無線ルータ無線ルータ[B]�
無線伝送エリア無線伝送エリア�
無線ルータ[B]�
無線伝送エリア�

無線端末[A]�
無線伝送エリア�

無線端末[C]�
無線伝送エリア�

CB

q w e

r
t

y
u

i
o

!0

!1

!2

!3



20

応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

2. [無線LAN設定]画面(つづき)

oキージェネレータ …………… 暗号化および復号化に使う鍵を生成するための文字列を設定します。
入力する文字は、すべて｢＊｣で表示します。 (表示例：＊＊)
入力された文字列より生成された鍵は、下記の｢!0WEPキー｣のテキ
ストボックスに表示されます。
※通信対象となる相手間で、同じ文字列(大文字/小文字の区別に注意
して、任意の英数字/記号)を設定します。通信の対象となる相手間
で、設定された文字列が異なると、暗号化されたデータを復号でき
ません。

!0WEPキー ……………………… ｢oキージェネレータ｣のテキストボックスに入力した文字列より生成
されたキーが、｢1｣、｢2｣、｢3｣、｢4｣の各｢文字列｣に、40ビット
(16進数：10文字)ずつ表示されます。
｢1｣、｢2｣、｢3｣、｢4｣から選択したキーだけを暗号化に使用します。
復号化できるのは、｢1｣、｢2｣、｢3｣、｢4｣から選択した表示内容を相
手が暗号化に使用する場合だけです。
※｢1｣、｢2｣、｢3｣、｢4｣の各テキストボックスに直接入力することも
できます。(この場合、｢oキージェネレータ｣のテキストボックスに、
文字列は表示されません。)

!1MACアドレスセキュリティー
を使用 ………………………… あらかじめ、登録しておいたMACアドレスと同じ無線端末だけが、

本製品にワイヤレス接続できるようにするかしないかを選択します。
この項目の設定を変更したあとは、<登録して再起動>をクリックして
本製品を再起動してください。

!2本体無線部のMACアドレス… 本製品の無線部に登録されたMACアドレスを表示します。
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第3章　ネットワーク

2. [無線LAN設定]画面(つづき)

!3MACアドレス………………… MACアドレスセキュリティーが有効なとき、この欄に設定したMAC
アドレスが登録された無線通信LANカードを装着する弊社製ネットワ
ーク機器と通信できます。
※入力は、半角文字で12桁を入力します。
※入力後は、<追加>をクリックして、画面の一番下に表示される[現
在の登録]欄に登録されたことを確認してください。
※MACアドレスを次のように入力すると、すべて同じアドレスとし
て処理します。 11-11-11-22-33-33、111111223333
※無線通信LANカードのMACアドレスを知りたいときは、弊社無線
通信カードに付属する取扱説明書をご覧ください。
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

q<登録> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、その内容を確定するボタンです。
変更された内容で運用するには、再起動が必要です。

w<取消> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、変更前の状態に戻すボタンです。
なお、一度<登録>をクリックすると、変更前の状態には戻りません。

e<登録して再起動> …………… この画面中の設定内容を変更したとき、その内容を有効にするため、
本製品を再起動します。

rDNSサーバの代理応答 ……… 本製品を代理DNSサーバとして代理応答するかしないかの設定です。
代理DNS機能とは、プロバイダー側のDNSサーバアドレスを検出し
たり、パソコンからのDNS要求をDNSサーバへ転送したりする機能
です。
代理DNS機能を利用すると、Ethernet上のパソコンのDNSサーバを
本製品のアドレスに設定すると異なるプロバイダーに接続するときでも
DNSサーバのアドレスを変更する必要がありませんので便利です。

t簡易DNSサーバ設定 ………… 代理DNSサーバ機能を使うとき、本製品を簡易DNSサーバとして使
用できます。
簡易DNSサーバを使用する場合、パソコンのホスト名と対応するIP
アドレスの組合せを登録する欄です。
簡易DNSサーバ機能を使用すると、UDP/53によるドメイン名から
IPアドレスを検索するDNS要求と、IPアドレスからドメイン名を検
索するDNS逆引き要求に応じます。
ホスト名として“ホスト名.ドメイン名”を登録しておくと、ホスト名
のみ一致する場合でも応答が返されます。
※入力後は、<追加>をクリックしてください。
※ローカルなIPアドレスとそのホスト名を登録するときは、静的
DHCPサーバを利用してMACアドレスとIPアドレスの組み合わせ
を固定しておくことをおすすめします。
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第3章　ネットワーク

q<追加> ………………………… 上記の画面で入力した条件で、IPフィルターを設定します。
追加した内容は、この画面の下に表示されます。

w番号 …………………………… 最大64件のフィルターを登録できます。
フィルターを登録すると、本製品が受信または送信するパケットごと
に登録されたフィルターと比較します。
この項目では、フィルターを比較する順位を指定します。
フィルターを複数設定しているときは、番号の小さい順番に比較を開
始します。
フィルターの条件に一致した時点で、それ以降の識別番号のフィルタ
ーは比較しません。

e<編集> ………………………… 設定済みのフィルターを編集するボタンです。
編集するフィルター番号を入力してから、ボタンをクリックします。

rフィルタ方向 ………………… パケットの通信方向で、WAN側から本製品に対して、フィルターの
対象となる方向を設定します。
以下の中から選択してください。
¡OUT 本製品からWAN側に送信するIPパケットに対して、フィル

タリング処理を行います。
※フィルタリング処理は、アドレス変換の前に行います。

¡IN WAN側から本製品が受信するIPパケットに対して、フィル
タリング処理を行います。
※フィルタリング処理は、アドレス変換のあとに行います。

¡BOTH 本製品がWAN側に送信、およびWAN側から受信する両方
のIPパケットに対して、フィルタリング処理を行います。
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

4. [IPフィルタ設定]画面(つづき)

tフィルタ方法 ………………… フィルタリングの方法として、以下の3通りがあります。
¡遮断 回線の接続に関係なく、フィルタリングの条件に一致

した場合、そのパケットをすべて破棄します。
¡透過 回線の接続に関係なく、フィルタリングの条件に一致

した場合、そのパケットをすべて通過させます。
¡透過(接続中) 回線がすでに接続されている状態で、フィルタリング

の条件に一致した場合、そのパケットを通過させます
が、回線が接続されていない場合には、そのパケット
を破棄します。このように、パケットの送信をきっか
けに自動発呼することを防止するときに設定してくだ
さい。

yプロトコル …………………… フィルタリングの対象となるパケットのトランスポート層プロトコル
を選ぶ項目です。
¡ALL すべてのプロトコルの条件に一致します。
¡TCP TCPプロトコルの条件だけに一致します。
¡TCP_FIN TCP_FIN/RSTのパケットが処理の対象になります。
¡TCP_EST TCP_SYNフラグのパケットが処理の対象になります。
¡UDP UDPプロトコルの条件だけに一致します。
¡ICMP ICMPプロトコルの条件だけに一致します。
¡その他 IP層ヘッダーに含まれる上位層プロトコル番号を入力

します。
プロトコル表示の右の欄に、プロトコル番号を10進数
で0～255までの半角数字を入力してください。
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第3章　ネットワーク

4. [IPフィルタ設定]画面(つづき)

uポート番号 …………………… フィルタリングの対象となるTCP/UDPポート番号を入力する項目です。
▼印をクリックし、対象となるポートが｢宛先｣、｢発信元｣、もしくは
｢宛先/発信元｣なのかを指定して、番号を始点から終点まで連続で入
力します。また、特定のポートだけを指定するときは、始点だけまた
は、始点/終点に同一の番号を入力してください。
入力できるポート番号は、10進数で1～65535までの半角数字です。
なお、｢宛先/発信元｣を選択した場合は、宛先、発信元のどちらかが
一方が一致すると、フィルタリングの対象とします。

i発信元IPアドレス …………… IPアドレスは、ドット(.)ごとに区切られた4つの10進数(0～255ま
での半角数字)で構成してください。
¡始点IPアドレス/終点IPアドレス
発信元ホストのIPアドレスを設定することにより、特定のホストか
らのパケットをフィルタリングします。
何も入力しない場合は、すべてのアドレスを対象とします。

¡始点サブネットマスク/終点サブネットマスク
この項目で指定したIPアドレスのネットマスクを設定します。
IPアドレスとサブネットマスクは、始点から終点まで連続で入力し
ます。また、特定の発信元ホストだけを指定するときは、始点だけ
入力してください。
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

4. [IPフィルタ設定]画面(つづき)

o宛先IPアドレス ……………… IPアドレスは、ドット(.)ごとに区切られた4つの10進数(0～255ま
での半角数字)で構成してください。
¡始点IPアドレス/終点IPアドレス
宛先ホストのIPアドレスを設定することにより、特定のホストに対
するパケットをフィルタリングします。
始点に何も入力しない場合は、すべてのアドレスを対象とします。

¡始点サブネットマスク/終点サブネットマスク
この項目で指定したIPアドレスのネットマスクを設定します。
IPアドレスとサブネットマスクは、始点から終点まで連続で入力し
ます。また、特定の宛先ホストだけを指定するときは、始点だけ入
力してください。

【発信元/宛先IPアドレスの設定例】
¡IPアドレスに192.168.0.0
¡サブネットマスクに255.255.255.252
フィルターの対象となるIPアドレスは、
192.168.0.0から192.168.0.3までとなります。

!0<削除> ………………………… 設定したフィルターを削除するボタンです。

■ ご参考に
専用線設定では、出荷時の設定として、下の画面サンプルのようにフ
ィルターが登録されています。

なお、設定されているフィルターの目的は、以下のとおりです。
63番：プライベートIPアドレスを割り当てたパソコンや、インター

ネット上に公開しないサーバなどへの不正なパケットの着信
を防止

64番：本製品への不正なパケットの着信を防止
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第3章　ネットワーク

q<登録> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、その内容を確定するボタンです。
変更された内容で運用するには、再起動が必要です。

w<取消> ………………………… この画面の設定内容を変更したとき、変更前の状態に戻すボタンです。
なお、一度<登録>をクリックすると、変更前の状態には戻りません。

e<登録して再起動> …………… この画面中の設定内容を変更したとき、その内容を有効にするため、
本製品を再起動します。

RIP設定
RIPを使用することで隣接ルータと経路情報を交換して、経路を動的
に作成します。
LAN間ダイヤルアップ接続やHSD(高速専用線)間で使用します。
RIP使うと、RIPパケットがそのルータのブロードキャストアドレス
を使って、約30秒毎にブロードキャストされます。

rLAN側にRIPを使用 ………… LAN側にRIPパケットをブロードキャストするかしないかを選択します。

tWAN側にRIPを使用 ………… WAN側にRIPパケットをブロードキャストするかしないかを選択します。

yRIPフィルタ設定 …………… 同一サブネットで使う複数のルータにおいて、特定のルータが出力す
るRIPパケットを受信しないように、そのパケットを出力するルータ
のIPアドレスとサブネットマスクを入力します。
最大20件の登録が可能です。
※入力後は、<追加>をクリックしてください。
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

IP経路情報
ルータがパケットの送信において、そのパケットをどのルータまたは
端末に配送すべきかの情報を表示します。
この画面には、[スタティックルーティング設定]画面(�P29)で追加
した経路も表示されます。

q宛先 …………………………… ルーティングの対象となるパケットの宛先IPアドレスを表示します。

wネットマスク ………………… ルーティングの対象となるパケットの宛先IPアドレスに対するネット
マスクを表示します。

eゲートウェイ ………………… ルーティングの対象となるパケットの宛先IPアドレスに対するゲート
ウェイを表示します。

rネット ………………………… ルーティングの対象となるパケットの宛先IPアドレスに対する転送先
インターフェイスを表示します。
その詳細は、この画面の最上部に｢ネットワーク　インターフェイス
リスト｣として表示されます。

t作成 …………………………… どのように経路情報が作られたかを表示します。
¡staticスタティック(定義された)ルートにより作成されています。
¡rip ダイナミック(自動生成された)ルートにより作成されています。
¡misc ブロードキャストに関係するフレーム処理で作成されています。

yメトリック …………………… 経路のコストを表示します。

q w e r t y
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第3章　ネットワーク

6. [ルーティング設定]画面(つづき)

スタティックルーティング設定
パケットの中継経路を、意図的に定義するルーティングテーブルです。
登録できるのは、最大20件までです。
※入力後は、<追加>をクリックして、[現在の登録]欄に登録されたこ
とを確認してください。また、その内容は、[IP経路情報]画面
(�P28)にも表示されます。

u経路 …………………………… ¡local ：登録する経路情報がLAN側の場合です。
¡登録先選択 ：登録する接続先がWAN側の場合、▼印をクリックす

ると、登録された接続先があれば表示します。

i宛先 …………………………… 経路にLAN側を選択したときは、対象となる相手先のIPアドレスを入
力します。
経路にWAN側を選択したときは、対象となる相手先のネットワーク
IPアドレスを入力します。

oネットマスク ………………… 対象となる宛先のIPアドレスに対するネットマスクを入力します。

!0ゲートウェイ ………………… ルーティングの対象となるパケット転送先ルータのゲートウェイを入
力します。

!1メトリック値 ………………… 宛先までのコストを表す数値を入力します。
数値が小さければ転送能力の高い回線と見なされ、数値が大きければ
転送能力が低い回線と見なされます。
0～16まで入力できます。

q w e r t y

u i o !0 !1
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

6. [ルーティング設定]画面(つづき)

セレクトルーティング
専用線では、動作しません。

q w e r t y

u i o !0 !1



この章では、
設定ページの、<通信記録>メニューで表示される画面について説明します。

1. [通信記録]画面 …………………………………………………………………………………………………32
※[アナログポート1]および[アナログポート2]画面は、専用ー回線では使用できないアナログ機器の通
信累積です。

31

通信記録

第4部　第 4 章
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

接続先と回線を接続および切断したときの状態を、履歴として表示し
ます。

q<クリア> ……………………… ｢w日付･時間｣と｢e通信記録｣に表示される内容を、消去します。

w日付･時間……………………… 日時を表示します。

e通信記録 ……………………… 接続状況を表示します。

q

w e

1. [通信記録]画面



この章では、
設定ページの、<保存と記録>メニューで表示される画面について説明します。

1. [設定初期化]画面 ………………………………………………………………………………………………34
2. [設定保存]画面 …………………………………………………………………………………………………34

33

保存と記録

第4部　第 5 章
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q初期化条件 …………………… 該当する初期化条件のラジオボタンをクリックします。
¡全設定初期化
設定した全内容を、出荷時の設定に戻します。

¡アナログ設定初期化
専用線設定では、動作しません。

¡無線部初期化
無線LANに関する設定を、出荷時の設定に戻します。

w<初期化実行> ………………… 上記、｢q初期化条件｣で選択された初期化条件に従って、初期化を開
始します。

q<本体に登録> ………………… ｢e表示画面｣に表示する内容を、設定ページに書き込みます。

w<取消> ………………………… ｢e表示画面｣に表示する内容を変更したとき、変更を取り消して、こ
のファイルを最初に開いたときの内容に戻します。

e表示画面 ……………………… 全設定(変更含む)内容を表示します。
この画面をパソコンに保存することで、本製品の設定をバックアップ
することできます。
なお、各画面で設定されたパスワードや、キージェネレーター(無線
LAN通信用暗号化鍵の生成元文字列)の内容は、暗号化されて表示さ
れます。そのため、保存されたファイルよりそれらが外部へ漏れるこ
とはありません。

q

w

q w

e

1. [設定初期化]画面

2. [設定保存]画面



この章では、
専用線の具体的な接続例に沿って、どのように設定するかについて説明します。
なお、回線種別はすでに設定(専用線：128kbps)されていることを前提として説明していますので、設定
方法を省略しています。(回線種別の設定は、6ページをご覧ください。)

1. 二地点間で、UnnumberedによるLAN型接続 ……………………………………………………………36
■ ルータAの設定 ………………………………………………………………………………………………36
■ ルータBの設定 ………………………………………………………………………………………………39

2. 二地点間で、NumberedによるLAN型接続 ………………………………………………………………43
■ ルータAの設定 ………………………………………………………………………………………………43
■ ルータBの設定 ………………………………………………………………………………………………43

3. RIPによるLAN型接続 …………………………………………………………………………………………44
■ ルータAの設定 ………………………………………………………………………………………………44
■ ルータBの設定 ………………………………………………………………………………………………46
■ ルータCの設定 ………………………………………………………………………………………………48

35

専用線の設定例集

第4部　第 6 章
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

【条件】
2地点間だけの接続で、インター
ネットへの接続をしない場合。

■ルータAの設定
【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

2.接続先設定 <詳細設定>をクリックして、ルータBへ接続するための設定を以下の
ように行います。

※プライマリDNSサーバとセカンダリDNSサーバは、接続先から指
定された場合に入力します。

高速�
デジタル�
専用線�

ルータBルータA�
IPアドレス ：192.168.1.1�
サブネットマスク ：255.255.255.0

ルータB�
IPアドレス ：192.168.2.1�
サブネットマスク ：255.255.255.0

有線端末�

有線端末�

無線端末�

有線端末�

有線端末�

無線端末�

192.168.2.12

192.168.2.10

192.168.2.11

192.168.1.12

192.168.1.10

192.168.1.11

1. http://192.168.1.1/
を指定

1. bbb(任意でよい)

2. クリック

1.二地点間で、UnnumberedによるLAN型接続
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第6章　専用線の設定例集

1.二地点間で、UnnumberedによるLAN型接続(つづき)

3.WAN設定の確認 <WAN設定>をクリックして、｢Numberedで使用｣が｢しない」にな
っていることを確認します。

※Unnumberedの場合、｢本体のWAN側｣の｢IPアドレス｣、｢サブネッ
トマスク｣および｢相手のWAN側｣の｢IPアドレス｣は、設定不要です。

4.管理者IDの設定 必要であれば設定します。
<本体設定と管理>メニューをクリックして、管理者のID、管理者パス
ワードを設定します。

5.本体名称の設定 必要であれば設定します。
<ネットワーク>メニューをクリックして、｢本体名称｣を設定します。

※ルータAでは、IPアドレスとサブネットマスクを初期設定の状態と
します。

1. ｢しない｣(確認)

2. クリック

1. router(任意でよい)

2. 任意の英数字を入力
※入力値は表示されま
せん。

3. クリック

1. WL11RT(任意)

2. クリック
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

1.二地点間で、UnnumberedによるLAN型接続(つづき)

7.無線LANセキュリティーの設定
この画面で設定するESS IDを出荷時の設定(半角英文字：Laneed)で
使うと、ほかの端末から不正にアクセスされるおそれがありますので、
変更することをお勧めします。

無線端末から、本製品のESS IDの設定を変更するときは、本手順で
<登録して再起動>操作を行ってから、本製品と通信する無線端末の
ESS IDを本製品と同じ値に変更してください。
変更後、無線端末を再起動します。

※本製品の再起動を開始します。

※有線端末から再起動を行った
場合、約10秒経過して、[専
用線(128kbps)接続状況]画
面を表示します。

ルータBの接続先設定完了後、｢接続｣を上記画面の｢状況｣欄に表示す
ることを確認してください。

2. クリック

1. 任意の英数字を入力
※入力値は表示されま
せん。
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第6章　専用線の設定例集

1.二地点間で、UnnumberedによるLAN型接続(つづき)

■ルータBの設定 設定には、36ページの図と併せてご覧ください。
【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.068.1.1)とします。

2.接続先設定 <詳細設定>をクリックして、ルータBへ接続するための設定を以下の
ように行います。

※プライマリDNSサーバとセカンダリDNSサーバは、接続先から指
定された場合に入力します。

3.WAN設定の確認 <WAN設定>をクリックして、｢Numberedで使用｣が｢しない」にな
っていることを確認します。

※Unnumberedの場合、｢本体のWAN側｣の｢IPアドレス｣、｢サブネ
ットマスク｣および｢相手のWAN側｣の｢IPアドレス｣は、設定しても
無効です。

1. aaa(任意でよい)

2. クリック

1. ｢しない｣(確認)

2. クリック

1. http://192.168.1.1/
を指定
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

1.二地点間で、UnnumberedによるLAN型接続(つづき)

4.管理者IDの設定 必要であれば設定します。
<設定と管理>メニューをクリックして、管理者のID、管理者パスワー
ドを設定します。

5.本体名称の設定 <ネットワーク>メニューをクリックして、｢本体名称｣、IPアドレス、
およびサブネットマスクを以下のように設定します。
※本体名称は、ルータAと重複しないようにします。
※ルータAとネットワーク部が異なるIPアドレスを入力します。

IPアドレスのネットワーク部を変更後は、手順6.で<登録して再起動
>操作を行ってから、無線端末および有線端末を再起動して、本製品
とネットワーク部が同じIPアドレスを取得してください。

1. router(任意でよい)

2. 任意の英数字を入力
※入力値は表示されま
せん。

3. クリック

1. WL11RT_B(任意)

5. クリック

2. 192.168.2.1

3. 255.255.255.0

4. 192.168.2.10
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第6章　専用線の設定例集

1.二地点間で、UnnumberedによるLAN型接続(つづき)

6.無線LANセキュリティーの設定 <無線LAN設定>をクリックして、ESS IDを設定します。
この画面で設定するESS IDを出荷時の設定(半角英文字：Laneed)で
使うと、ほかの端末から不正にアクセスされるおそれがありますので、
変更することをおすすめします。

無線端末から、本製品のESS IDの設定を変更するときは、この手順
で<登録して再起動>操作を行ってから、本製品と通信する無線端末の
ESS IDを同じ値に変更してください。
変更後、無線端末を再起動します。

※本製品の再起動を開始します。
※約10秒経過して、右の画面を
表示しますので、再起動して、
IPアドレスを再取得します。

2. クリック

1. 任意の英数字を入力
※入力値は表示されま
せん。
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

1.二地点間で、UnnumberedによるLAN型接続(つづき)

7.設定ページにアクセスできることを確認
WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.2.1｣をアドレスバー
に指定します。

8.ルータAの[専用線(128kbps)選択状況]画面の確認

上記画面の｢状況｣欄に、｢接続｣を表示しないときは、ルータAまたは
ルータBの設定内容を確認してください。

9.ルータBの[専用線(128kbps)選択状況]画面の確認

上記画面の｢状況｣欄に、｢接続｣を表示しないときは、ルータAまたは
ルータBの設定内容を確認してください。

1. ｢aaa｣を表示(確認)

2. ｢接続｣を表示(確認)

1. ｢bbb｣を表示(確認)

2. ｢接続｣を表示(確認)

1. http://192.168.2.1/
を指定
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【条件】
通 信 対 象 と な る ル ー タ が
Unnumberedに対応しない場
合、LAN側とWAN側に異なる
IPアドレスを設定します。

■ルータAの設定 ｢1.二地点間で、UnnumberedによるLAN型接続(■ルータAの設
定)｣の手順1.～2.と同じように設定後、以下の画面を設定します。

【手順2.のつづき】
3.接続先設定 <WAN設定>をクリックして、WANインターフェイスを以下のよう

に設定します。

上記画面を設定後、｢1.二地点間で、UnnumberedによるLAN型接続
(■ルータAの設定)｣の手順4.以降と同じように設定します。

■ルータBの設定 ｢1.二地点間で、UnnumberedによるLAN型接続(■ルータBの設
定)｣の手順1.～2.と同じように設定後、以下の画面を設定します。

【手順2.のつづき】
3.接続先設定 <WAN設定>をクリックして、WANインターフェイスを以下のよう

に設定します。

上記画面を設定後、｢1.二地点間で、UnnumberedによるLAN型接続
(■ルータBの設定)｣の手順4.以降と同じように設定します。

高速�
デジタル�
専用線�

ルータBルータA�
IPアドレス ：192.168.1.1�
サブネットマスク ：255.255.255.0

ルータB�
IPアドレス ：192.168.2.1�
サブネットマスク ：255.255.255.0

有線端末�

有線端末�

無線端末�

有線端末�

有線端末�

無線端末�

192.168.2.12

192.168.2.10

192.168.2.11

192.168.1.12

192.168.1.10

192.168.1.11

192.168.1.0�
(LAN側)

192.168.3.1�
(WAN側)

192.168.3.2�
(WAN側)

192.168.2.0�
(LAN側)

1. 192.168.3.1

5. クリック

2. 255.255.255.0

3. ｢する｣を選択

4. 192.168.3.2

1. 192.168.3.2

5. クリック

2. 255.255.255.0

3. ｢する｣を選択

4. 192.168.3.1

2.二地点間で、NumberedによるLAN型接続
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

【ルータ共通条件】
¡Numberedで接続
【ルータAの条件】
¡デフォルトGW構築： ｢する｣
¡DHCPサーバ機能を使用：

｢する｣
¡DNSサーバの代理応答：

｢しない｣
¡RIP(LAN側)： ｢する｣
¡RIP(WAN側)： ｢する｣
【ルータBの条件】
¡デフォルトGW構築：

｢しない｣
¡DHCPサーバ機能を使用：

｢しない｣
¡RIP(LAN側)： ｢する｣
¡RIP(WAN側)： ｢する｣
【ルータCの条件】
¡DHCPサーバ機能を使用：

｢する｣
¡RIP(LAN側)： ｢する｣

■ルータAの設定 ｢2.二地点間で、NumberedによるLAN型接続(■ルータAの設定)｣の
手順1.～7.にしたがって設定されている状態から、設定の追加を行い
ます。

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。

高速�
デジタル�
専用線�

有線端末�

無線端末�

有線端末�

無線端末�

192.168.2.13

192.168.2.10

有線端末�

192.168.2.11

有線端末�

192.168.2.12

192.168.1.11

192.168.1.10

192.168.1.0�
(LAN側)

192.168.2.0�
(LAN側)

ルータB

ルータC

ルータB�
IPアドレス ：192.168.2.1�
サブネットマスク ：255.255.255.0

ルータC�
IPアドレス ：192.168.2.2�
サブネットマスク ：255.255.255.0�
契約IPアドレス ：172.16.0.48�
サブネットマスク ：255 .255.255 .248

インターネット�
OCN�

エコノミー�
サービス�

172.16.0.49�
(WAN側)

192.168.3.1�
(WAN側)

ルータA�
IPアドレス ：192.168.1.1�
サブネットマスク ：255.255.255.0

192.168.3.2�
(WAN側)

1. http://192.168.1.1/
を指定

3.RIPによるLAN型接続
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第6章　専用線の設定例集

3.RIPによるLAN型接続(つづき)

2.デフォルトGWを構築 <詳細設定>をクリックして、｢デフォルトGWを構築｣を｢する｣に設定
します。

4.DNSサーバアドレスを指定 <ネットワーク>メニューの<本体ネットワーク設定>をクリックして、
DNSサーバアドレスを指定します。

5.簡易DNSサーバ設定 <簡易DNSサーバ設定>をクリックして、｢DNSサーバの代理応答｣を
｢しない｣に設定します。

1. ｢する｣を選択

2. クリック

1. 192.168.2.2
※ルータCのIPアドレ
スを指定します。

2. クリック

1. ｢しない｣を選択

2. クリック
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3.RIPによるLAN型接続(つづき)

6.RIP設定 <RIP設定>をクリックして、｢WAN側にRIPを使用｣を｢する｣に設定し
ます。

※本製品の再起動を開始します。

再起動後、表示する画面で設定内容を確認して、設定画面を閉じます。

すべてのルータの設定完了後、ルータAと通信する無線端末および有
線端末を再起動して、IPアドレスを取得する必要があります。

ルータBの設定を、以下を参考に行います。

■ルータBの設定 設定には、44ページの図と併せてご覧ください。
｢2.二地点間で、NumberedによるLAN型接続(■ルータBの設定)｣の
手順1.～7.にしたがって設定されている状態から、設定の追加を行い
ます。

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http ://192.168.2.1｣をアドレスバ

ーに指定します。

1. ｢する｣を選択

2. クリック

1. http://192.168.2.1/
を指定



47

第6章　専用線の設定例集

3.RIPによるLAN型接続(つづき)

2.DHCPサーバ機能の設定 <ネットワーク>メニューの<本体ネットワーク設定>をクリックして、
｢DHCPサーバ機能を使用｣を｢しない｣に設定します。

3.RIP設定 <RIP設定>をクリックして、｢WAN側にRIPを使用｣を｢する｣に設定し
ます。

※本製品の再起動を開始します。

手順2.で、DHCPサーバ機能を使用しない設定に変更したため、現在、
接続されているパソコンから、ルータBの設定内容を確認するには、
そのパソコンのIPアドレスを手動で設定してから、または、ルータC
を設定後、ルータBとルータCを図(�P44)のように接続して、
WWWブラウザより、設定ページにアクセスしてください。
パソコンのIPアドレスを手動で設定するには、取扱説明書[基本編] 第
3章の手順にしたがい、設定を｢IPアドレスを指定｣に変更して、IPア
ドレス、サブネットマスクを設定(手入力：アドレスが重複しないこ
と)したのち、再起動する必要があります。

1. ｢しない｣を選択

2. クリック

1. ｢する｣を選択

2. クリック
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

3.RIPによるLAN型接続(つづき)

■ルータCの設定 設定には、44ページの図と併せてご覧ください。
【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。

2.OCNエコノミーの選択 <回線設定>をクリックして、｢OCNエコノミー｣を選択します。

※再起動後、OCNエコノミーの[接続状況]画面を表示します。

3.接続先設定 <詳細設定>をクリックして、接続情報を以下のように設定します。

1. ｢OCNエコノミー｣を
選択

2. クリック

1. ocn(任意でよい)

4. クリック

2. 172.16.0.49

3. 255.255.255.248

1. http://192.168.1.1/
を指定
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第6章　専用線の設定例集

3.RIPによるLAN型接続(つづき)

4.管理者IDの設定 <設定と管理>メニューをクリックして、管理者ID、管理者パスワード
を設定します。

5.本体IPアドレスの変更 <ネットワーク>メニューの<本体ネットワーク設定>をクリックして、
ネットワーク部がルータBと同じIPアドレスとなるように設定します。

設定内容登録後、設定した契約IPアドレスに応じて、自動的設定され
たマスカレードIPアドレスを[アドレス変換]画面(�P5)で確認できま
す。

1. router(任意でよい)

2. 任意の英数字を入力
※入力値は表示されま
せん。

3. クリック

1. WL11RT_C(任意)

2. 192.168.2.2

3. 255.255.255.0

5. クリック

4. 192.168.2.10
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

3.RIPによるLAN型接続(つづき)

6.無線LAN設定 <無線LAN設定>をクリックして、無線端末の設定を以下のように行
います。

この画面で設定するESS IDを出荷時の設定(半角英文字：Laneed)で
使うと、ほかの端末から不正にアクセスされるおそれがありますので、
変更することをおすすめします。

無線端末から、本製品のESS IDの設定を変更するときは、この手順
で<登録して再起動>操作を行ってから、本製品と通信する無線端末の
ESS IDを同じ値に変更してください。
変更後、無線端末を再起動します。

※本製品の再起動を開始します。
登録後、表示する画面で設定内容を確認して、設定画面を閉じます。

2. クリック

1. 任意の英数字を入力
※入力値は表示されま
せん。



設定画面の構成

第4部　付　録
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本製品のWWWブラウザによる設定画面の構成についてまとめています。
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応用編　第4部　専用線(64/128Kbps)

本体設定と管理�
(第2章)

回線と接続�
(第1章)

接続状況 (1.)

詳細設定 (2.)
接続 (2-1.)

WAN設定 (2-2.)

アドレス変換 (2-3.)

回線設定 (3.)

本体管理設定 (1.)

SYSLOG設定 (2.)

時計設定 (5.)

専用線接続状況�

接続設定�

回線設定�

WANインターフェース設定�

アドレス変換設定� 静的NATテーブル設定�

管理者ID設定� 使用者ID設定(使用者1～4)

SYSLOG設定�

内部時計設定� 自動時計設定�

ネットワーク�
(第3章)

本体ネットワーク設定 (1.)

無線LAN設定 (2.)

簡易DNSサーバ設定 (3.)

IPフィルタ設定 (4.)

RIP設定 (5.)

ルーティング設定 (6.)

本体名称／IPアドレス設定� リモートアクセス用IP設定�

DHCPサーバ設定� 静的DHCPサーバ設定�

無線LAN設定� 無線詳細設定�

MACアドレスセキュリティー設定�

DNSサーバ設定� 簡易DNSサーバ設定�

IPフィルタ設定�

RIP設定� RIPフィルタ設定�

ネットワーク インターフェイスリスト� IP経路情報�

スタティックルーティング設定�

通信記録�
(第4章)

保存と記録�
(第5章)

通信記録 (1.)

設定初期化 (1.)

設定保存 (2.)

通信記録�

設定初期化�

設定保存�

設定画面の構成



11Mbps ISDN無線ルータ�
LD-WL11/RT応　用　編�取扱説明書�

第5部
ネットワークの設定例集

1. セレクトルーティングを設定する ……………………1

2. URLフィルターとして設定する ………………………3
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応用編　第5部　ネットワークの設定例集

【条件】
IPアドレス：192.168.1.10の
パソコンが、メールサーバ：
popmail.laneed.co.jpからメー
ルを受信する場合、PPP01に
設定された接続先を自動接続に
て経由し、通信を行う。

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

popmail.laneed.co.jp

□△○.laneed.co.jp

○×△.laneed.co.jp

○○○.laneed.co.jp

×××.laneed.co.jp

△△△.laneed.co.jp

□□□.laneed.co.jp

ISDN�
ダイヤルアップ�

ルータ�

プロバイダー�
名称：PPP01

A

192.168.1.11

192.168.1.12

192.168.1.13

192.168.1.14

192.168.1.15

192.168.1.10

[自動接続]

メールデータ�

1. http://192.168.1.1/
を指定

1. セレクトルーティングを設定する
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応用編　第5部　ネットワークの設定例集

1. セレクトルーティングを設定する(つづき)

2.セレクトルーティングの設定 <ネットワーク>メニューの<ルーティング設定>をクリックし、セレ
クトルーティングを設定します。

■フィルター設定表示

1. ｢01｣を入力

7. クリック

2. ｢自動発信｣を選択

3. ｢PPP01｣を選択

4. ｢192.168.1.10｣を
入力

5. ｢TCP｣を選択し、ポー
ト番号に｢110｣を入力

6. ｢popmail.laneed.co.
jp｣を入力
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応用編　第5部　ネットワークの設定例集

【条件】
IPアドレス：192.168.1.12～
15のパソコンが、ドメイン名：
laneed.co.jpとなるサーバへの
接続を、拒絶する。

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

popmail.laneed.co.jp

□△○.laneed.co.jp

○×△.laneed.co.jp

○○○.laneed.co.jp

×××.laneed.co.jp

△△△.laneed.co.jp

□□□.laneed.co.jp

ISDN�
ダイヤルアップ�

ルータ�

プロバイダー�
名称：PPP01

A

192.168.1.11

192.168.1.12

192.168.1.13

192.168.1.14

192.168.1.15

192.168.1.10

IPアドレス：�
192.168.1.12～15
のパソコンはドメイン
名がlaneed.co.jpとな
るサーバーへは通信を
拒絶�

1. http://192.168.1.1/
を指定

2. URLフィルターとして設定する
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応用編　第5部　ネットワークの設定例集

2. URLフィルターとして設定する(つづき)

2.セレクトルーティングの設定 <ネットワーク>メニューの<ルーティング設定>をクリックし、URL
フィルターとして動作するように設定します。

■フィルター設定表示

■ ご参考に WEBアクセス専用(TCP/80)や、メール受信専用(TCP/110)に設定
した状態でも、その前に名前の解決(UDP/53)が発生するときには、
既存のルーティングテーブルを使用します。
たとえば、TCP/110で、PPP01をメール受信専用に作成している
状態でも、メールサーバへの名前の解決には、既存の自動接続設定に
したがいます。
PPP02が既存の自動接続に設定されているときは、まずPPP02に
自動接続して、名前を解決します。そのあと、PPP01に自動接続さ
れて、メールの受信が行われます。
このような動作を避けるためには、メール用アプリケーションでの受
信サーバアドレスの設定を、ドメイン名ではなくIPアドレスで行うか、
簡易DNSサーバ機能を利用して、受信サーバ名とIPアドレスを事前
に設定しておくことで回避できます。
ご使用になる受信サーバのIPアドレスが不明なときは、本製品に付属
のソフトウェア(IP Name：�第8部 付属ソフトウェアについて)を利
用することで調べられます。

1. ｢02｣を入力

7. クリック

2. ｢拒絶する｣を選択

3. ｢192.168.1.12｣を
入力

5. ｢使用しない｣を選択

6. ｢＊.laneed.co.jp｣を
入力

4. ｢192.168.1.15｣を
入力



11Mbps ISDN無線ルータ�
LD-WL11/RT応　用　編�取扱説明書�

第6部
無線LANの設定例集

1. アクセスポイント機能を設定する ……………………1
Å 無線端末から設定する場合 …………………………1
ı 有線端末から設定する場合 …………………………4

2. ローミング機能を設定する ……………………………7
■ ルータAの設定 ………………………………………7
■ ルータBの設定 ……………………………………10
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応用編　第6部　無線LANの設定例集

Å無線端末から設定する場合
【ルータの条件】
¡回線への接続はしない
¡ESS ID：elecom
¡DHCPサーバ機能を使用して、
IPアドレスを自動的に無線端末
と有線端末に割り当てる

【無線端末A～Cの条件】
¡ESS ID：elecom
¡DHCPクライアント機能を使
用して、ルータよりIPアドレ
スを取得

【有線端末A～Cの条件】
¡DHCPクライアント機能を使
用して、ルータよりIPアドレ
スを取得

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http ://192.168.1.1｣をアドレスバ

ーに指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

最大収容可能台数：64台�

有線端末と無線端末の合計台数が30台を超える場合は、DHCPの自動割り当て個数の
変更が必要です。�

ルータ�

有線端末B

有線端末C

有線端末A

設定用無線端末A

192.168.1.10無線端末B

無線端末C

無線伝送可能エリア�

ESS ID：elecom

ESS ID：elecom

192.168.1.1

1. http://192.168.1.1/
を指定

1. アクセスポイント機能を設定する
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応用編　第6部　無線LANの設定例集

1. アクセスポイント機能を設定する(つづき)

2.管理者IDの設定 必要であれば設定します。
<本体設定と管理>メニューをクリックし、管理者ID、管理者パスワー
ドを設定します。

3.本体名称の設定 必要であれば設定します。
<ネットワーク>メニューをクリックし、本体名称を以下のように設定
します。

1. WL11RT(任意でよい)

2. クリック

1. router

2. 任意の英数字を入力
※入力値は表示されま
せん。

3. クリック
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応用編　第6部　無線LANの設定例集

1. アクセスポイント機能を設定する(つづき)

4.無線LANセキュリティーの設定 <無線LAN設定>をクリックし、無線LANに関して、以下のように設
定します。

この画面で設定するESS IDを出荷時の設定(半角英文字：Laneed)で
使うと、ほかの端末から不正にアクセスされるおそれがありますので、
変更することをお勧めします。

無線端末から、本製品のESS IDの設定を変更するときは、この手順
で<登録して再起動>操作を行ってから、無線端末のESS IDを同じ値
に変更してください。
変更後、無線端末を再起動します。

※本製品の再起動を開始します。
再起動後、無線端末のESS IDを本製品と同じ内容に変更してくだ
さい。

5.動作モードの確認 無線端末のESS IDを変更後に行ってください。
WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー
に指定します。
※手順1.と同じ画面を表示します。

2. クリック

1. ｢elecom｣を入力
※入力値は表示されま
せん。
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応用編　第6部　無線LANの設定例集

1. アクセスポイント機能を設定する(つづき)

ı有線端末から設定する場合

【ルータの条件】
¡回線への接続はしない
¡ESS ID：elecom
¡DHCPサーバ機能を使用して、
IPアドレスを自動的に無線端
末と有線端末に割り当てる

【無線端末A～Cの条件】
¡ESS ID：elecom
¡DHCPクライアント機能を使
用して、ルータよりIPアドレ
スを取得

【有線端末A～Cの条件】
¡DHCPクライアント機能を使
用して、ルータよりIPアドレ
スを取得

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http ://192.168.1.1｣をアドレスバ

ーに指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

最大収容可能台数：64台�

有線端末と無線端末の合計台数が30台を超える場合は、DHCPの自動割り当て個数の
変更が必要です。�

ルータ�

有線端末B

有線端末C

設定用有線端末A

無線端末A

192.168.1.10
無線端末B

無線端末C

無線伝送可能エリア�

ESS ID：elecom

ESS ID：elecom

192.168.1.1

1. http://192.168.1.1/
を指定
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応用編　第6部　無線LANの設定例集

1. アクセスポイント機能を設定する(つづき)

2.管理者IDの設定 必要であれば設定します。
<本体設定と管理>メニューをクリックし、管理者ID、管理者パスワー
ドを設定します。

3.本体名称の設定 必要であれば設定します。
<ネットワーク>メニューをクリックし、本体名称を以下のように設定
します。

1. WL11RT(任意でよい)

2. クリック

1. router

2. 任意の英数字を入力
※入力値は表示されま
せん。

3. クリック
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応用編　第6部　無線LANの設定例集

1. アクセスポイント機能を設定する(つづき)

4.無線LANセキュリティーの設定 <無線LAN設定>をクリックし、無線LANに関して、以下のように設
定します。

この画面で設定するESS IDを出荷時の設定(半角英文字：Laneed)で
使うと、ほかの端末から不正にアクセスされるおそれがありますので、
変更することをお勧めします。

本製品のESS IDの設定を変更するときは、この手順で<登録して再起
動>操作を行ってから、本製品と通信する無線端末のESS IDを、本製
品と同じ値に変更してください。

※本製品の再起動を開始します。
※再起動後、無線端末のESS IDを本製品と同じ内容に変更してくだ
さい。

5.動作モードの確認 WWWブラウザを起動して、｢http ://192.168.1.1｣をアドレスバ
ーに指定します。
※手順1.と同じ画面を表示します。

2. クリック

1. ｢elecom｣を入力
※入力値は表示されま
せん。
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ここでは、有線端末を個々のルータに接続して、設定することを前提
に説明します。
全設定完了後、図のように接続してください。
次の動作モードで、ルータが動作するよう設定する手順です。
◎ルータA：ダイヤルアップルータ
◎ルータB：アクセスポイント専用

【ルータAの条件】
¡回線(ISDNダイヤルアップイ
ンターネット)接続する

¡ESS ID：elecom
¡DHCPサーバ機能を使用して、
IPアドレスを自動的に無線端
末と有線端末に割り当てる

【ルータBの条件】
¡回線への接続はしない
¡ESS ID：elecom
¡DHCPサーバ機能を使用：

しない
【無線端末A～Cの条件】
¡ESS ID：elecom
¡DHCPクライアント機能を使
用して、ルータAよりIPアドレ
スを取得

【有線端末A～Cの条件】
¡DHCPクライアント機能を使
用して、ルータAよりIPアドレ
スを取得

■ルータAの設定
【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http ://192.168.1.1｣をアドレスバ

ーに指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の状態(192.168.1.1)とします。

Ethernet LAN Ethernet LAN

移動�

移動すると�
切り替わる�

移動すると�
切り替わる�

ルータA�
192.168.1.1

ルータB�
192.168.1.2

ルータAの伝送可能エリア�

ルータB伝送可能エリア�

有線端末B 有線端末C設定用有線端末A�
192.168.1.10

移動�
無線端末�

回線へ�

応用編　第6部　無線LANの設定例集

1. http://192.168.1.1/
を指定

2. ローミング機能を設定する
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応用編　第6部　無線LANの設定例集

2. ローミング機能を設定する(つづき)

2.接続先設定 <接続先の追加>をクリックし、プロバイダー情報を以下のように入力
します。

※マルチダイヤル機能(�取扱説明書[応用編] 第1部　P3)を使用す
る場合は、｢電話番号2｣、｢電話番号3｣も入力が必要です。
※｢5.プライマリDNSサーバアドレス｣、｢6.セカンダリDNSサーバア
ドレス｣は、プロバイダーから指定されている場合に入力します。

3.管理者IDの設定 必要であれば設定します。
<本体設定と管理>メニューをクリックし、管理者ID、管理者パスワー
ドを入力します。

1. aaa(任意でよい)

2. 1234567890

3. user

4. himitu
(表示：＊＊＊＊＊＊)

5. 192.169.100.10

6. 192.169.101.15

7. クリック

1. router(任意)

2. 任意の英数字を入力
※入力値は表示されま
せん。

3. クリック
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応用編　第6部　無線LANの設定例集

2. ローミング機能を設定する(つづき)

4.本体名称の設定 必要であれば設定します。
<ネットワーク>メニューをクリックし、本体名称を入力します。

5.無線LAN設定 <無線LAN設定>をクリックし、無線LANに関して以下のように入力
します。

この画面で設定するESS IDを出荷時の設定(半角英文字：Laneed)で
使うと、ほかの無線端末から不正にアクセスされるおそれがあります
ので、変更することをおすすめします。

無線端末から、本製品のESS IDの設定を変更するときは、本手順で
<登録して再起動>操作を行ってから、本製品と通信する無線端末の
ESS IDを、本製品と同じ値に変更してください。
変更後、無線端末を再起動します。

※再起動後、設定ページを閉じて、ルータBの設定を行います。

1. WL11RT(任意でよい)

2. クリック

2. クリック

1. 任意の英数字を入力
※入力値は表示されま
せん。



10

応用編　第6部　無線LANの設定例集

2. ローミング機能を設定する(つづき)

■ルータBの設定

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http ://192.168.1.1｣をアドレスバ

ーに指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

2.管理者IDの設定 必要であれば設定します。
<本体設定と管理>メニューをクリックし、管理者ID、管理者パスワー
ドを設定します。

1. router

2. 任意の英数字を入力
※入力値は表示されま
せん。

3. クリック

1. http://192.168.1.1/
を指定



2. ローミング機能を設定する(つづき)

3.本体名称の設定 <ネットワーク>メニューをクリックし、本体名称を以下のように設定
します。

11

応用編　第6部　無線LANの設定例集

1. WL11RT_B
※ルータAと重複しな
いようにします。

4. クリック

3. ｢しない｣を選択

2. 192.168.1.2
※IPアドレスには、ルー
タAとネットワーク部
が同じで、ルータAが
自動で割り当てるアド
レス範囲と重ならない
ように、ホスト部の番
号が異なるIPアドレス
を手動で割り当てま
す。
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応用編　第6部　無線LANの設定例集

2. ローミング機能を設定する(つづき)

4.無線LANセキュリティーの設定 <無線LAN設定>をクリックし、無線LANに関して、以下のように設
定します。

この画面で設定するESS IDを出荷時の設定(半角英文字：Laneed)で
使うと、ほかの端末から不正にアクセスされるおそれがありますので、
変更することをお勧めします。

※本製品の再起動を開始します。
※約10秒経過して、右の画面を
表示します。

手順3.で、DHCPサーバ機能を使用しない設定に変更したため、現在、
接続されているパソコンから、ルータBの設定内容を確認するには、
そのパソコンのIPアドレスを手動で設定してから、または、ルータA
とルータBを図(�P6)のように接続してから、WWWブラウザより、
設定ページにアクセスしてください。
パソコンのIPアドレスを手動で設定するには、取扱説明書[基本編] 第
3章の手順にしたがい、設定を｢IPアドレスを指定｣に変更して、IPア
ドレス、サブネットマスクを設定(手入力：アドレスが重複しないこ
と)したのち、再起動する必要があります。

2. クリック

1. ｢WL11RT｣を入力
※入力値は表示されま
せん。
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

フレックスホン機能とは、コールウェイティング、通信中転送、三者
通話、および着信転送をとりまとめた総称です。
これらを利用するには、NTTとの契約が必要ですが、本製品を使うと、
契約なしで、ほぼ同等の機能を利用することができます。

■ コールウェイティング
【条件】
TEL1と外線(A)で通話中に、新
たにかかってきた電話(外線(B))
を音で知らせ、外線(A)との通話
を切断することなく外線(B)に応
答する。

注意！：フレックスホン機能を｢疑似｣に設定する場合で、一方のアナ
ログ機器が通話中、または本製品に接続されたパソコンが通
信中のときは、コールウェイティングは利用できません。

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

外線(A)

外線(B)

TEL1

TEL2

q通話を保留�

w外線(B)からの通信に応答�
ルータ�

ISDN�
公衆電話回線�

1. http://192.168.1.1/
を指定

1. フレックスホン機能を利用する
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

1. フレックスホン機能を利用する～■ コールウェイティング(つづき)

2.コールウェイティングを設定 <アナログ設定>メニューをクリックして、｢コールウェイティング｣を
｢する｣に設定します。

3.フッキング判定時間の設定 <ポート1の設定>をクリックして、｢通話中に着信があると音でお知
らせ｣と｢フッキング判定時間｣(時間は任意)を設定します。

<登録>をクリックして、設定ページを閉じます。

※TEL2でもコールウェイティングを利用する場合は、<ポート2の設
定>をクリックして、同様に設定します。

1. いずれかを選択

2. ｢する｣を選択

3. クリック

2. 1秒(任意でよい)

3. クリック

1. ｢する｣を選択
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

1. フレックスホン機能を利用する～■ コールウェイティング(つづき)

【電話機の操作】

1.通話中に外線(B)がかかってくると、TEL1の受
話器から｢ププ･･･｣と話中着信音が外線(A)の声
に混じって聞こえます。

2.TEL1のフックスイッチを1回だけ、短く押しま
す(フッキング)。このとき、[ポート1の設定]画
面で設定した｢フッキング判定時間｣より長く押
すと、TEL1と外線(A)との通話が切断されます
ので、ご注意ください。

3.通話中に電話をかけてきた外線(B)と通話しま
す。

4.もう一度、TEL1をフッキングします。TEL1の
受話器から｢プ･プ･･･｣と第二発信音が聞こえ、
外線(B)との通話を保留します。

5.さらにTEL1をフッキングし、外線(A)との通話
を再開します。
以後、フッキングするたびに、保留(第二発信音
が聞こえる)状態をはさんで、外線(A)/(B)を交
互に切り替えます。

6.通話が終了したら、TEL1の受話器を戻し、外
線(A)または外線(B)との通話を切断します。
※保留中の相手がいる場合は、TEL1の呼出音
が、｢トゥルル･･･｣と鳴ります。TEL1の受話
器を取ることで、保留中の外線と通話できま
す。
※保留中の相手がいるときに、通話中の相手が
通話を切断した場合は、TEL1の受話器から
｢プー･･･｣と話し中音が聞こえます。このとき
もTEL1をフッキングすることで保留中の外
線と通話できます。

外線(A) TEL1 外線(B)

通話中� 呼出�
ププ
･･･
�

通話中�

フッキング�

呼出�

保留� 通話�

保留� 通話中�

通話� 保留�

切断� 保留�トゥ
ルル
･･･
�

フッキング�

フッキング�

プ
･プ
･･･�
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

1. フレックスホン機能を利用する(つづき)

■ 通信中転送
【条件】
外線(A)からの着信をTEL1で応
答し、外線(A)との通話を切断す
ることなく外線(B)に転送する。

注意！：フレックスホン機能を｢疑似｣に設定する場合で、一方のアナ
ログ機器が通話中、または本製品に接続されたパソコンが通
信中のときは、通信中転送は利用できません。
本設定例の場合、フレックスホン機能の設定が｢疑似｣、
｢NTTとの契約による｣に関係なく、外線(B)への通話料金は、
本製品側に課金されます。
また、外線(A)との通話がTEL1からの発信による場合、外
線(B)を呼び出して転送することはできません。

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

外線(A)

外線(B)

TEL1

TEL2

q通話を保留�

w外線(B)を呼び出し�

e外線(A)と外線(B)の通話に�

ISDN�
公衆電話回線�

1. http://192.168.1.1/
を指定
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

1. フレックスホン機能を利用する～■ 通信中転送(つづき)

2.通信中転送を設定 <アナログ設定>メニューをクリックして、｢通信中転送｣を｢する｣に設
定します。

3.フッキング判定時間の設定 <ポート1の設定>をクリックして、｢通話中に着信があると音でお知
らせ｣と｢フッキング判定時間｣(時間は任意)を設定します。

<登録>をクリックして、設定ページを閉じます。

※TEL2でも通信中転送を利用する場合は、<ポート2の設定>をクリ
ックして、同様に設定します。

1. いずれかを選択

2. ｢する｣を選択

3. クリック

1. 1秒(任意でよい)

3. クリック

2. ｢する｣を選択
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

1. フレックスホン機能を利用する～■ 通信中転送(つづき)

【電話機の操作】

1.外線(A)との通話中に、TEL1のフックスイッチ
を1回だけ、短く押します(フッキング)。このと
き、[ポート1の設定]画面で設定した｢フッキン
グ判定時間｣より長く押すと、TEL1と外線(A)
との通話が切断されますので、ご注意ください。

2.TEL1の受話器から｢プ･プ･･･｣と第二発信音が
聞こえ、外線(A)との通話を保留します。

3.転送先である外線(B)の電話番号をダイヤルしま
す。

4.外線(B)と通話します。

5.外線(B)との通話中に、TEL1をフッキングしま
す。
TEL1の受話器から｢プ･プ･･･｣と第二発信音が
聞こえます。

6.TEL1の受話器を戻します。
外線(A)と外線(B)の通話を開始します。

外線(A) TEL1 外線(B)

通話中�

保留�

フッキング�

保留� 呼出�

保留� 通話�

通話�

保留� 保留�

切断� 切断�

プ･
プ･
･･�

フッキング�

プ
･プ
･･･�

Ri
ng
♪♪
�

Ri
ng
♪♪
�

Ri
ng
♪♪
�

Ri
ng
♪♪
�

転送先へ�
ダイヤル�
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

1. フレックスホン機能を利用する(つづき)

■ 三者通話 三者通話には、二人の通話相手と交互に話す「切り替えモード」と、
同時に三人で話せる「ミキシングモード」があります。
本製品は、フレックスホン機能を｢疑似｣に設定して利用する三者通話
においても、両モードに対応しています。

【条件】
外線(A)からの着信をTEL1で応
答し、外線(A)との通話を切断す
ることなく新たに外線(B)を呼び
出して三者で通話する。

注意！：フレックスホン機能を｢疑似｣に設定する場合で、一方のアナ
ログ機器が通話中、または本製品に接続されたパソコンが通
信中の場合、三者通話は利用できません。
本設定例の場合、フレックスホン機能の設定が、｢疑似｣、
｢NTTとの契約による｣に関係なく、外線(B)への通話料金は、
本製品側に課金されます。
また、外線(A)との通話がTEL1からの発信による場合、外
線(B)を呼び出して三者通話することはできません。

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

外線(A)

外線(B)

TEL1

TEL2

q通話を保留�

w外線(B)を呼び出し�

e三者通話に�

ISDN�
公衆電話回線�

1. http://192.168.1.1/
を指定
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

1. フレックスホン機能を利用する～■ 三者通話(つづき)

2.三者通話を設定 <アナログ設定>メニューをクリックして、｢三者通話｣で｢する｣を選択
します。

3.フッキング判定時間の設定 <ポート1の設定>をクリックして、｢通話中に着信があると音でお知
らせ｣と｢フッキング判定時間｣(時間は任意)を設定します。

<登録>をクリックして、設定ページを閉じます。

※TEL2でも通信中転送を利用する場合は、<ポート2の設定>をクリ
ックして、同様に設定します。

1. いずれかを選択

2. ｢する｣を選択

3. クリック

1. 1秒(任意でよい)

3. クリック

2. ｢する｣を選択
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

1. フレックスホン機能を利用する～■ 三者通話(つづき)

【電話機の操作】

ÅÅ切り替えモード
1.外線(A)との通話中に、TEL1のフックスイッチ
を1回だけ、短く押します(フッキング)。このと
き、[ポート1の設定]画面で設定した｢フッキン
グ判定時間｣より長く押すと、TEL1と外線(A)
との通話が切断されますので、ご注意ください。

2.TEL1の受話器から｢プ･プ･･･｣と第二発信音が
聞こえ、外線(A)との通話を保留します。

3.別の相手である外線(B)の電話番号をダイヤルし
ます。

4.外線(B)と通話します。
※つながらない場合、TEL1をもう一度フッキ
ングして切り替えモードを中止し、外線(A)と
の通話に戻ります。また、そのまま受話器を
置くと、TEL1の呼出音が鳴ります。

5.外線(B)との通話中に、TEL1をフッキングしま
す。
TEL1の受話器から｢プ･プ･･･｣と第二発信音が
聞こえ、外線(B)との通話が保留状態になります。

6.さらにTEL1をフッキングします。
外線(A)との通話が再開されます。
以後、フッキングするたびに、保留(第二発信音
が聞こえる)状態をはさんで、外線(A)/(B)を交
互に切り替えます。

7.通話が終了したら、TEL1の受話器を戻します。
外線(A)または外線(B)との通話が終了します。
※保留中の相手がいる場合は、TEL1の呼出音
が｢トゥルル･･･｣と鳴ります。
受話器を取ることで、保留中の外線と通話が
再開されます。
※保留中の外線がある場合に、通話中の外線が
通話を切断した場合は、TEL1の受話器から
｢プー･･･｣と話し中音が聞こえます。TEL1を
フッキングすると、保留中の外線との通話が
再開されます。

外線(A) TEL1 外線(B)

通話中�

ププ
･･･
�

保留�

フッキング�

保留� 呼出�

保留� 通話�

保留� 保留�

切断� 保留�トゥ
ルル
･･･
�

フッキング�
プ
･プ
･･･�

通話� 保留�
フッキング�

別の相手に�
ダイヤル�
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

1. フレックスホン機能を利用する～■ 三者通話(つづき)

ııミキシングモード

1.｢Å 切り替えモード｣の手順1～5と同じ操作を
します。
通話中の外線(A)と外線(B)が保留状態になりま
す。

2.TEL1から｢#｣｢9｣｢3｣をダイヤルします。
約1秒後、ミキシングモードに切り替わり、保
留状態にある外線(A)、(B)の両方と通話(三者通
話)できます。

3.通話が終わったら、｢Å 切り替えモード｣の手順
7と同じ操作をします。
※外線(A)または外線(B)との通話が終了します。
このとき、もう一方の外線が受話器を戻さな
い場合、TEL1の呼出音が｢トゥルル･･･｣と鳴
ります。
受話器を取ることで、その外線との通話が再
開されます。

外線(A) TEL1 外線(B)

保留�

通話� 通話�

保留� 保留�
フッキング�

プ
･プ
･･･�

保留� 保留�

保留�

約1秒後�

フッキング�

｢#｣｢9｣｢3｣�
をダイヤル�

プ
･プ
･･･�
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1. フレックスホン機能を利用する(つづき)

■ 着信転送
【条件】
外線(A)からの通信をTEL1で着
信し、呼出音が4回鳴っても応答
がない場合、外線(B)(回線契約
者番号：9876543210)に転
送する。

注意！：フレックスホン機能を｢疑似｣に設定する場合で、一方のアナ
ログ機器が通話中、または本製品に接続されたパソコンが通
信中のときは、着信転送は利用できません。
本設定例の場合、フレックスホン機能の設定が、｢疑似｣、
｢NTTとの契約による｣に関係なく、外線(B)への通話料金は、
本製品側に課金されます。

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

外線(A)

外線(B)�
9876543210

TEL1

TEL2

qTEL1を呼び出し�

e外線(B)へ転送�

ISDN�
公衆電話回線�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

w

1. http://192.168.1.1/
を指定
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

1. フレックスホン機能を利用する～■ 着信転送(つづき)

2.着信転送を設定 <アナログ設定>メニューをクリックして、｢着信転送｣を｢する｣に設定
します。

3.着信転送の設定 <ポート1の設定>をクリックして、｢起動タイミング｣の｢呼出回数｣を
4回、｢呼出後起動｣に設定します。

1. いずれかを選択

2. ｢する｣を選択

3. クリック

1. ｢4｣を入力

3. クリック

2. ｢呼出後起動｣を選択
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

1. フレックスホン機能を利用する～■ 着信転送(つづき)

4.転送先電話番号の設定 <転送／短縮番号設定>ボタンをクリックして、アナログポート1の
｢転送先電話番号1｣に転送先情報を入力します。

<登録>をクリックして、設定ページを閉じます。

※TEL2でも通信中転送を利用する場合は、<ポート2の設定>をクリ
ックして、手順3と同様に設定したのち、アナログポート2の｢転送
先電話番号1｣に転送先情報を入力します。

1. 転送先の名称・名前
を入力(任意)

3. クリック

2. ｢9876543210｣を
入力
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

外線通信着信時に、[TEL1]、[TEL2]ポートに接続したアナログ機器
のどちらか一方に優先して着信させ、一定時間、応答しないともう一
方にも着信させることができる機能です。

【条件】
外線通信をTEL1で優先着信さ
せ、10秒間応答しない場合、
TEL2にも着信させます。

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

外線(A)

外線(B)

TEL1

TEL2

q外線(A)より発信�

ISDN�
公衆電話回線�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

w

Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

e

wTEL1を先に�

　呼び出し�

eTEL1のあとに�

　呼び出し�

1. http://192.168.1.1/
を指定

2. 優先着信
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

2. 優先着信(つづき)

2.優先着信を設定 <アナログ設定>メニューをクリックして、｢優先着信｣を｢ポート1を
優先｣に、｢時間差優先着信｣を｢10秒｣に設定します。

<登録>をクリックして、設定ページを閉じます。

1. ｢ポート1を優先｣を
選択

2. ｢10秒｣を設定

3. クリック
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

一般のアナログ回線では、一つの契約回線に複数の端末機器(電話、
FAXなど)が接続されている場合、全端末機器が同時に外部からの通
信を着信します。これに対して、INSネット64は、NTTが提供する
以下のサービスを契約するか、サブアドレスの設定や、セレクト着信
機能の利用などにより、発信者が各端末機器を個別に鳴り分け・着信
させることが可能になります。
NTTが提供するサービス(有料)

¡ダイヤルインサービス
¡ i･ナンバーサービス
¡なりわけ着信

■ ダイヤルインサービスの利用

ダイヤルインサービスは、NTTとの契約により回線契約番号(代表電
話番号)とは別に、各端末機器に個別の電話番号(ダイヤルイン番号)を
割り当て、端末ごとに鳴り分け・着信させるサービスです。
ダイヤルインサービスには、グローバル着信機能(回線契約番号にか
かってきた通信を、ダイヤルイン番号を割り当てた端末で着信する機
能)が含まれます。(契約時に選択：｢グローバル着信する｣で契約する
ことをおすすめします)
ご契約されている回線の接続方式(P-MP、P-P接続)によって異なり
ますが、ダイヤルインサービスでは、回線契約番号を含めて、最大
1,000個までの電話番号を取得することができます。

【条件】
¡契約内容
グローバル着信： ｢する｣

¡本体設定
回線契約番号(代表番号：012
3456788)： TEL1
ダイヤルイン番号(012345
6789)： TEL2
グローバル着信： ｢する｣

外線(A)

外線(B)

TEL1�
回線契約番号�

：0123456788

TEL2�
ダイヤルイン番号�
：0123456789

q回線契約番号(0123456788)�
　で呼び出し�

wダイヤルイン番号�
　(0123456789)で�
　呼び出し�

ISDN�
公衆電話回線�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

e

Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

r

e回線契約番号で�
　ダイヤルされた�
　場合のみ呼び出し�

r回線契約番号、�
　ダイヤルイン�
　番号のどちら�
　でも呼び出し�

3. アナログ機器を鳴り分ける



3. アナログ機器を鳴り分ける～■ ダイヤルインサービスの利用(つづき)

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

2.ダイヤルイン番号の登録 <回線設定>をクリックして、｢電話番号｣にダイヤルイン番号
｢0123456789｣を入力します。

※<登録して再起動>をクリックすると、約10秒後に[接続状況]画面
を表示します。

1. http://192.168.1.1/
を指定
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

1. ｢0123456789｣を
入力

2. クリック
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

3. アナログ機器を鳴り分ける～■ ダイヤルインサービスの利用(つづき)

3.TEL1ポートの設定 <アナログ>メニューの<ポート1の設定>をクリックして、｢電話番号
(ダイヤルイン番号)＊サブアドレス｣に回線契約番号｢012345678
8｣を入力し、｢グローバル着信｣を｢する｣に設定します。

4.TEL2ポートの設定 <ポート2の設定>をクリックして、｢電話番号(ダイヤルイン番号)＊サ
ブアドレス｣にダイヤルイン番号｢0123456789｣を入力し、｢グロ
ーバル着信｣を｢する｣に設定します。

※<登録>ボタンをクリックしたあと、設定ページを閉じます。

1. ｢0123456788｣を
入力

3. クリック

2. ｢する｣(確認)

1. ｢0123456789｣を
入力

3. クリック

2. ｢する｣を選択
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

3. 鳴り分け機能を利用する(つづき)

■ i･ナンバーサービスの利用

i･ナンバーサービスは、NTTとの契約により回線契約番号(代表電話
番号)とは別に、各端末機器に個別の電話番号(i･ナンバー)を割り当て、
端末ごとに鳴り分け・着信させるサービスです。
i･ナンバーサービスは、ダイヤルインサービスと違って、回線契約番
号にかかってきた通信を、i･ナンバーを割り当てた端末で着信させる
には、本製品での設定が必要です。
i･ナンバーサービスでは、回線契約番号を含めて、最大3個まで電話
番号を取得することができます。

【条件】
¡契約内容
i･ナンバー： 2番号

¡本体設定
回線契約番号 (代表番号：
0123456788)： TEL1
i･ナンバー(0123456789)

：TEL2

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

外線(A)

外線(B)

TEL1�
回線契約番号�

：0123456788

TEL2�
i･ナンバー�

：0123456789

q回線契約番号(0123456788)�
　で呼び出し�

w i･ナンバー(0123456789)�
　で呼び出し�

ISDN�
公衆電話回線�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

e

Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

r

e回線契約番号で�
　ダイヤルされた�
　場合のみ呼び出し�

r回線契約番号、�
　i･ナンバーの�
　どちらでも�
　呼び出し�

1. http://192.168.1.1/
を指定
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

3. アナログ機器を鳴り分ける～■ iナンバーサービスの利用(つづき)

2.TEL1ポートの設定 <アナログ>メニューの<ポート1の設定>をクリックして、｢i･ナンバ
ーポート｣の｢1｣をクリックし、チェックマークを付けます。

3.TEL2ポートの設定 <ポート2の設定>をクリックして、さらに｢i･ナンバーポート｣の｢1｣
と｢2｣をクリックし、チェックマークを付けます。

※<登録>ボタンをクリックしたあと、設定ページを閉じます。

1. ｢1｣をクリック
(✔が表示される)

2. クリック

1. ｢1｣と｢2｣をクリック
(✔が表示される)

2. クリック
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

3. 鳴り分け機能を利用する(つづき)

■ なりわけ着信サービスの利用

なりわけ着信サービスは、NTTに登録した電話番号からの通信に対し
て、端末機器への着信形態を指定できるようにするサービスです。
このサービスを利用するには、NTTとの契約(有料)が必要です。

【条件】
¡登録電話番号：

9876543210(外線(B))
¡TEL1設定
外線(B)からの通信：
話し中でも、音で知らせる

なりわけ呼出音： ｢呼出音3｣
¡TEL2設定
外線(B)からの通信：

話し中は着信しない
なりわけ呼出音： ｢呼出音3｣

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

外線(A)：�
9876543211

外線(B)：�
09876543210

TEL1

TEL2

q通話中�

w呼び出し� Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

e通話中に、外線(B)�
　からの着信を音で�
　知らせる�

e｢呼出音3｣で�
　呼び出し�

ISDN�
公衆電話回線�

プ
･プ
･･･�

1. http://192.168.1.1/
を指定
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

3. アナログ機器を鳴り分ける～■ なりわけ着信サービスの利用(つづき)

2.TEL1ポートの設定 <アナログ>メニューの<ポート1の設定>をクリックして、｢なりわけ
着信機能｣を｢通常・話中共に着信｣に、｢なりわけ呼出音｣を｢呼出音3｣
に設定します。

3.TEL2ポートの設定 <ポート2の設定>をクリックして、｢なりわけ着信機能｣を｢話中は着
信しない｣に、｢なりわけ呼出音｣を｢呼出音3｣に設定します。

※<登録>ボタンをクリックしたあと、設定ページを閉じます。

1. [▼]をクリックして、
｢通常・話中共に着信｣
を選択

3. クリック

2. [▼]をクリックして、
｢呼出音3｣を選択

1. [▼]をクリックして、
｢話中は着信しない｣を
選択

3. クリック

2. [▼]をクリックして、
｢呼出音3｣を選択
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

3. 鳴り分け機能を利用する(つづき)

■ サブアドレスの利用

NTTとの契約は不要で、各端末機器に個別のサブアドレスを割り当て、
通信の発信者が契約電話番号とともにサブアドレスをダイヤルするこ
とで、端末ごとに鳴り分け・着信させることが可能になります。
ただし、サブアドレスによる鳴り分け・着信は、ISDN回線契約者か
らサブアドレスを付加してダイヤルされた発信に限り、鳴り分け・着
信できますが、サブアドレスをダイヤルしない、またはアナログ回線
契約者からの発信では、まったく着信できません。

【条件】
¡本体設定
回線契約番号(代表番号)：
0123456788

¡サブアドレス
TEL1：101
TEL2：なし

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

外線(A)

外線(B)

TEL1�
サブアドレス�

：101

TEL2�
サブアドレス�

：なし�

q回線契約番号(0123456788)�
　のみで呼び出し�

w回線契約番号(0123456788)�
　+｢＊101｣で呼び出し�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

e

Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

r

e｢＊101｣を付加して�
　ダイヤルされた�
　場合のみ呼び出し�

r回線契約番号のみ�
　ダイヤルされた�
　場合のみ呼び出し�

ISDN�
公衆電話回線�

1. http://192.168.1.1/
を指定
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

3. 鳴り分け機能を利用する～■ サブダイヤルを利用する(つづき)

2.TEL1ポートの設定 <アナログ>メニューの<ポート1の設定>をクリックして、｢電話番号
(ダイヤルイン番号)＊サブアドレス｣に回線契約番号｢012345678
8｣に続けて｢＊(アスタリスク)｣とサブアドレス｢101｣を入力します。

※<登録>ボタンをクリックしたあと、設定ページを閉じます。

1. ｢0123456788＊
101｣と入力

2. クリック
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

3. 鳴り分け機能を利用する(つづき)

■ セレクト着信の利用

セレクト着信機能とは、ISDN回線網より通知された発信者(電話)番

号と、登録した電話番号が一致した場合に、TEL1、TEL2ポートに

接続されたアナログ機器の着信形態を指定する機能です。
着信形態には、ポート指定、優先、着信拒否、および指定無しの中か
ら選択でき、最大20件の電話番号に対して指定できます。
なお、アナログ回線網からの発信者(電話)番号通知には、別途、INS
ナンバー･ディスプレーの契約(有料)が必要です。

【条件】
¡TEL1、TEL2の電話番号：
0123456789(回線契約者
番号のみ：ダイヤルイン、i･ナ
ンバー契約無し、サブアドレ
ス未使用)

q発信者番号、9876543210
からの通信は、TEL1のみに着
信させ、着信音2を使用

w発信者番号、9876543211
からの通信は、TEL2を10秒
間優先して着信させ、着信音3
を使用

e発信者番号、9876543212
からの通信は着信を拒否

【手順】
1.設定ページを開く WWWブラウザを起動して、｢http://192.168.1.1｣をアドレスバー

に指定します。
※本製品のIPアドレスは、出荷時の設定(192.168.1.1)とします。

外線(A)�
9876543210

外線(C)�
9876543212

TEL1

TEL2

外線(A)、外線(B)�
からの発信�

外線(B)�
9876543211

Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

Ring♪♪�
Ring♪♪�

外線(A)からの�
通信はTEL1の�
みに着信�

外線(B)からの�
通信はTEL2を�
優先して着信�

ISDN�
公衆電話回線�

0123456789へ発信�

外線(C)から�
の通信は�
着信を拒否�

1. http://192.168.1.1/
を指定
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

3.鳴り分け機能を利用する～■ セレクト着信の利用(つづき)

2.優先時間の設定 <アナログ>メニューをクリックして、｢時間差優先着信｣を10秒に設
定します。

3.TEL1ポートの設定 <ポート1の設定>をクリックして、｢セレクト着信｣を｢する｣に設定し
ます。

1. ｢10秒｣を入力(任意)

2. クリック

1. ｢する｣を選択

2. クリック



27

応用編　第7部　アナログポートの設定例集

3.鳴り分け機能を利用する～■ セレクト着信の利用(つづき)

4.TEL2ポートの設定 <ポート2の設定>をクリックして、｢セレクト着信｣を｢する｣に設定し
ます。

5.電話番号・着信形態の登録 <セレクト番号>をクリックして、登録番号(登録01～20)ごとに｢相
手先名｣｢電話番号｣｢着信ポート&着信動作｣｢着信音｣を設定します。

q外線(A)の登録

1. ｢外線(A)｣(任意)

2. ｢9876543210｣を
入力

3. ｢ポート1のみに着信す
る｣を選択

4. ｢呼出音2｣を選択

1. ｢する｣を選択

2. クリック
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応用編　第7部　アナログポートの設定例集

3.鳴り分け機能を利用する～■ セレクト着信の利用(つづき)

w外線(B)の登録

e外線(C)の登録

※<登録>ボタンをクリックしたあと、設定ページを閉じます。

1. ｢外線(C)｣(任意)

4. クリック

2. ｢9876543212｣を
入力

3. ｢両ポートに着信しな
い｣を選択

1. ｢外線(B)｣(任意)

2. ｢9876543211｣を
入力

3. ｢ポート2を優先して着
信｣を選択

4. ｢呼出音3｣を選択
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Quick Connectとは、設定ページへアクセスせずに、手動でISDN
回線の接続／切断を操作するためのソフトウェアです。
Quick Connectは、デスクトップ上に常駐させることが可能で、本
製品に登録された接続先(プロバイダーなど)へ簡単に接続できます。
なお、Quick Connectは、｢ISDNダイヤルアップ｣、｢フレッツ･
ISDN｣の設定環境でのみ利用できます。

■ 操作パネル

q<1> …………………………… 回線接続ボタン1です。
■ [Option]ウィンドウの｢r接続ボタン1接続先No｣(�P3)で設定さ
れた接続先へ、回線を接続します。

w<2> …………………………… 回線接続ボタン2です。
■ [Option]ウィンドウの｢t接続ボタン2接続先No｣(�P3)で設定さ
れた接続先へ、回線を接続します。

e<s> …………………………… B1チャネルの回線を切断します。

r接続状況表示 ………………… B1チャネルの回線接続状況を表示します。

t<s> …………………………… B2チャネルの回線を切断します。

y接続状況表示 ………………… B2チャネルの回線接続状況を表示します。

u<＿> …………………………… 操作パネル表示を最小化します。

i<×> …………………………… Quick Connectを終了します。

なお、Quick Connectから本製
品にアクセスできない場合、操
作パネルが右の表示になります。
このような場合は、パソコンの
IPアドレス設定を確認してくだ
さい。

q w

e r

t y

u i

1. Quick Connect(クイックコネクト)



1. Quick Connect(クイックコネクト)(つづき)

Quick Connectの操作パネル上で、右クリックすると、次のメニュ
ーが表示されます。

qバージョン情報(V)…………… Quick Connectのバージョン情
報を表示する、右のウィンドウ
を開きます。

wオプション(O)………………… [Option]ウィンドウを開きます。
詳細は、■[Option]ウィンドウ(�P3)をご覧ください

e最小化(N)……………………… 操作パネルを最小化します。

r常に手前に表示(T)…………… Quick Connect以外のアプリケーションを起動させていても、操作
パネルが常に見えるように表示させます。

tステータス情報更新(S)……… 本製品と通信して、設定ページの設定内容、通信チャネルの接続状況
などの情報を更新します。

y接続設定(C)…………………… [接続設定]ウィンドウを開きます。
Quick Connectから、設定ページに登録されている接続先設定を編
集することができます。
詳細は、■[接続設定]ウィンドウ(�P4)をご覧ください。

u接続先追加(A)………………… ｢y接続設定(C)｣と同様に、[接続設定]ウィンドウを開きます。
Quick Connectから、接続先を追加することができます。
詳細は、■[接続設定]ウィンドウ(�P4)をご覧ください。

i接続 …………………………… 接続ボタン<1>、または<2>に登録された接続先へ回線を接続します。

o切断 …………………………… ｢B1｣、｢B2｣チャネル、または｢B1/B2｣チャネルを切断します。

!0常駐終了(E)…………………… Quick Connectを終了します。
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1. Quick Connect(クイックコネクト)(つづき)

■ [Option]ウィンドウ
Quick Connectから本製品へアクセスするための設定と、操作パネ
ルの<1>、<2>での接続先を選択します。

qLD-WL11/RTのIPアドレス 本製品に設定されたIPアドレスを表示／入力します。

wユーザID ……………………… 設定されている管理者、または使用者IDを表示／入力します。

eパスワード …………………… 設定されている管理者、または使用者パスワードを表示／入力します。
パスワードは｢＊(アスタリスク)｣で表示します。

r接続ボタン1接続先No ……… <1>に割り当てられた接続先の登録番号を表示／入力します。

t接続ボタン2接続先No ……… <2>に割り当てられた接続先の登録番号を表示／入力します。

yステータス更新間隔(秒) …… Quick Connectが本製品の設定、接続状況などの情報を更新する時
間を表示／入力します。
なお、設定する時間は5～60秒のあいだで入力してください。(1～4
秒を入力しても、設定を拒否します。)
※0秒に設定すると、右クリックで表示されるメニューでの手動更新
となります。

u通信チャネル ………………… 接続先との通信に使われているチャネルを表示します。
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1. Quick Connect(クイックコネクト)(つづき)

■ [接続設定]ウィンドウ
本製品に登録されている接続先を編集、および接続先を追加するとき
に表示されるウィンドウです。
なお、このウィンドウに表示される項目は、以下の設定ページ画面で
設定されていますので、それぞれの詳細説明については、該当する画
面の説明をご覧ください。
q[接続]画面
w[自動接続]画面
e[自動切断]画面

q接続先名 ……………………… 接続する相手先名を入力します。

w電話番号1～3………………… 接続先から指定された電話番号を、市外局番から入力します。

eユーザID ……………………… 接続先から指定されたユーザーID(ログイン名)を入力します。

rパスワード …………………… 接続先から指定されたパスワードを入力します。

t認証プロトコル ……………… ユーザーIDとパスワードを発信するときの認証方法を選択します。

yデフォルトGWを構築 ……… この接続先への接続を、LAN環境で発生した宛先不明のパケットを送
り出す出口とするかしないかを選択します。

uコールバック要求 …………… 相手先に発信したときに、相手先にかけなおしてもらうように(コール
バック)要求するかどうかを選択します。

iコールバック電話番号 ……… CBCPによるコールバックを要求した場合に、相手先にかけなおして
もらう電話番号を入力します。

oプライマリDNSサーバ ……… 接続先から指定されたプライマリDNSサーバアドレス、またはDNS
サーバアドレスが2つ以上指定されている場合は、どちらか一方を入
力します。
DNSサーバを使用しない場合は、｢0.0.0.0｣としておきます。
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1. Quick Connect(クイックコネクト)～■ [接続設定]ウィンドウ(つづき)

!0セカンダリDNSサーバ ……… 接続先から指定されたプライマリDNSサーバアドレス、またはDNS
サーバアドレスが2つ以上指定されている場合は、どちらか一方を入
力します。
DNSサーバを使用しない場合は、｢0.0.0.0｣としておきます。

!1BODを使用 …………………… MP接続に対応している接続先と、128kbps(回線速度)の契約をして
いて、｢!4通信速度｣を｢64k可変｣、もしくは｢128k可変｣に設定して
いる場合に限り、回線を流れるパケット量を監視しながら、必要に応
じて自動的にチャネルを増減するかどうかを選択します。

!2移行トラフィック量 ………… 上記｢!1BODを使用｣に“✔”(チェックマーク)がある場合に有効となり、
回線を流れるパケット量が、ここで設定する値になれば使用するBチ
ャネル数(1B→2B、2B→1B)を自動的に切り替えます。

!3自動接続する ………………… パソコンが、メールサーバやインターネットなどへアクセスする操作
をした場合、自動で回線を接続するかどうかを選択します。

!4通信速度 ……………………… Bチャネルを使って、接続先とどのように通信するかを選択します。

!5自動切断する ………………… 接続中の回線を自動で切断するか、操作パネル上の<s>をクリックす
るまで切断しないかを選択します。

!6タイマー1……………………… 上記｢!5自動切断する｣に“✔”(チェックマーク)がある場合に、ここで設
定する時間、通信がないと自動的に回線を切断します。

!7タイマー2……………………… 上記｢!6タイマー1｣とは別に、下記｢!8タイマー2を使用する時間｣で
設定された時間帯で自動的に回線を切断するタイマーです。

!8タイマー2を使用する時間…… 上記｢!7タイマー2｣を有効にする時間帯を設定します。

!9<削除> ………………………… 表示している接続先の登録を削除します。

@0<OK> ………………………… 設定、または編集した内容を本製品に登録してウィンドウを閉じます。
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1. Quick Connect(クイックコネクト)～■ [接続設定]ウィンドウ(つづき)

@1<キャンセル> ………………… 設定、または編集した内容を取り消して、ウィンドウを閉じます。
なお、一度<適用>をクリックすると、設定/編集した内容を取り消す
ことはできません。

@2<適用> ………………………… 設定、または編集した内容を確定して、本製品に登録します。

@3<再取得> ……………………… 本製品と通信して、本製品に登録されている接続設定内容表示を更新
します。
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本製品の簡易DNSサーバ機能を利用する際、あらかじめパソコンの
ホスト名に対応するIPアドレスを登録しておく必要があります。
IP Nameを使うと、このホスト名に対応するIPアドレスを検索する
ことができます。また、IPアドレスからホスト名を検索(逆引き)する
ことも可能です。

注意！
グローバル環境のホスト名解決には、インターネットへ接続して外部
DNSへ問い合わせを行う必要があります。
よって、ダイヤルアップ接続の場合、自動接続を設定していると、検
索のためにインターネットに自動接続して課金されますので、注意し
てください。

qHost Name ………………… 目的の名前を、｢ホスト名.(ドット)ドメイン名｣の書式で入力／表示し
ます。 (入力/表示例：www.elecom-laneed.com)

w<IP Addressに変換> ……… 入力したホスト名のIPアドレス検索を開始します。

eIP Address ………………… 目的のIPアドレスを入力／表示します。(入力/表示例：172.16.2.2)

r<Host Nameに変換> ……… 入力したIPアドレスのホスト名検索を開始します。

tClass表示 …………………… 検索された／検索したIPアドレスが所属するクラスを表示します。
一般的に、A～Cクラスに分けられています。

y<中止> ………………………… 検索中に表示されるボタンです。
途中で、検索を中止したい場合にクリックします。

u<閉じる> ……………………… IP Nameを終了します。
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